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序  文 
 
 

日本国政府は、ブルンジ国政府の要請に基づき、ブジュンブラ市都市交通改善計画調査を

実施することを決定し、独立行政法人国際協力機構がこの調査を実施いたしました。 

 

当機構は、平成19年１月から平成20年３月まで、日本技術開発株式会社と八千代エンジニ

ヤリング株式会社で構成された大脇寧氏を団長とする調査団を現地に派遣いたしました。 

 

調査団は、ブルンジ国運輸・郵政・通信省、公共事業・機材省及びブルンジ国公共輸送公

社（オトラコ）及び政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地調査を

実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好・親善の一層の発展に役立

つことを願うものです。 

 

終わりに、調査にご協力と御支援を戴いた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成20年2月 
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ここにブルンジ国ブジュンブラ市都市交通改善計画調査報告書を提出できることを光栄

に存じます。本報告書は、独立行政法人国際協力機構及び関係諸官庁ならびに運輸・郵政

通信省、公共事業・機材省及びブルンジ国公共輸送公社（オトラコ）をはじめとするブル

ンジ国関係諸機関から頂いた助言と示唆を反映して作成したものであります。 

 

本調査は、ブジュンブラ市の現在と将来の交通の状況と需要を分析したものであり、道路、

公共交通、交通管理、制度、法律、財源、環境等の問題を包括的に検討したものでありま

す。調査では2017年の都市交通計画を策定し、提案したマスタープランが技術的、経済的、

環境及び社会面から見てブルンジ国の発展に貢献するものと結論づけております。 

 

ブジュンブラ市の交通網整備とブルンジ国の社会経済発展が緊急であることを鑑み、ブル

ンジ政府により本計画が速やかに実行に移されることを願ってやみません。 

 

国際協力機構、外務省及び関係各機関に対し、調査の実施に当たって貴重なご協力とご助

言を頂いたことに心から御礼申し上げます。また、運輸・郵政・通信省、公共事業・機材

省及びブルンジ国公共輸送公社（オトラコ）はじめとするブルンジ国関係諸機関に対し、

調査期間中に頂いた惜しみないご協力とご助力に深く感謝申し上げます。 

 

平成20年2月 
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プロジェクト プロファイル 
1. 国名 ブルンジ共和国 

2. 調査名 ブルンジ国ブジュンブラ市都市交通改善計画調査 

3. カウンターパート機関 運輸郵政通信省 

4. 調査の目的 
ブジュンブラ市（以下「ブ」市）.の都市交通計画の策定及びバス公社(OTRACO)に対する
技術協力、ならびに人々が平和の配当を早期に実感できるよう実施する都市交通事情の改

善を主とする緊急事業により、「ブ」市内の経済活動及び生活の基盤を強化する。 
1. 調査対象地域 
・ ブルンジ国「ブ」市全域 
2. 調査業務の範囲 
1) 「ブ」市の途都市開発／都市交通に関する既存の計画のレビュー及び「ブ」市の現況並びに経済／生活基盤調査 
2) コミューン（コミュニティ）単位での社会経済状況の把握（「コミュニティ・プロファイル」の作成） 
3) 計画目標年(2,017年)に於ける経済、社会フレームの設定、交通需要予測 
4) 計画年に於ける「ブ」市都市交通マスタープランの策定 
5) バス公社(OTRACO)の維持管理、運営能力向上に資する技術支援 
6) 緊急リハビリの事業の選定及び実施、監理 
7) 本調査の全体的な結果及び提案された計画実施に係る留意事項、提言 

3. 調査の概要 

本調査はまず「ブ」市の都市交通に係る問題把握、分析から行い、(1)土地利用:市中心部の高い人口密度及び都市機能の
一極集中 (2)道路：現況交通の市中心部を起点とする放射道路への高い依存、未整備な道路施設・不適当な維持管理状
態 (3)公共交通（バス）：乗客ニーズを反映しない運行状況、組織制度を含む未熟な管理状況 (4) NMT（非動力系輸送手
段）：歩道、自転車レーンなどの未整備、同一走路での動力系輸送モードとの混在、などが確認された。 
次に調査は計画策定に必要である目標年 2,017 年の経済及び人口フレームの設定を行い、一人当たりの GRDP を
693,931(FBu)、また「ブ」市全体の人口を 73.6 万人とした。これを受け、環境、防災上の影響を考慮し、市北部東部
地域の開発の抑制、都市域拡大増加人口の受け皿となる市南部地域の開発（サブセンター）を含む、「ブ」市の土地利用

計画を行った。 
以上の各フレームに基に交通需要予測を行った結果、計画年に於ける発生集中交通量は 2,007 年の 1.64 倍となる
454,000 トリップと予想された。また交通量配分結果から、タンガニーカ湖畔幹線道路の新設、南北幹線軸の強化、市
中心部の環状道路整備を計画の柱とする道路マスタープランを策定した。一方公共（バス）交通計画は、OTRACO、ミ
ニバスの役割の明確化を目的とする市内バス路線ルートの再配置を行い、その結果から、路線ルートに対応する

OTRACOの必要大型バス台数を 73台と算定した。 
調査は最終的に道路交通及び公共交通の改善に資する、それぞれ 9件と 2件のプロジェクトの提案を行い、短期(2008-10
年)73億 BFu、中期(2011-13年)556億 BFu、長期(2014-17年)851億 BFu、総額 1,480億 BFuを事業予算とするのマス
タープランの実施計画を作成した。このマスタープラン実施計画を評価した結果、NPV 値 47.7、B/C 値 1.60、IRR 値
16.7%となり、マスタープランの妥当性が確認された。 
OTRACOの維持管理能力向上を目的とした技術支援も並行して実施され、技術レベルの向上が達成された。 
緊急リハビリ事業は、国道 7号線 1.6km及び市中心部 2路線の道路修繕工事が実施され、2008年 3月中旬の工事完了
が予定されている。 
4. 結論及び提言 
・ 11の道路交通、公共交通改善に資するプロジェクトが調査のアウトプットとして提案され、これらのプロジェクト

で構成されるマスタープランは、環境及び経済評価の結果、その妥当性が確認された。 
・ マスタープランの個々のプロジェクトの実施に関し、以下の提言をブルンジ国側に行った。 

 本マスタープランをブルンジの国家計画として位

置付ける。 
 計画実施機関を明確化する。 
 計画実施に関するマネージメントプランを作成す

る。 
- 計画実施の為の新たな組織を創設する。 
- 計画実施の為の予算を確保する。 
- マスタープランで提案されたプロジェクト内容を、変化す
る都市交通事情に合わせ発展させる。 

- 都市開発に関わる各種計画に関し、計画内容の精査、その
実施の承認及び不許可を行う。 

 計画実施に関する住民との合意形成を行う。 
 計画実施を前に EIAを行い、計画実施による非自発
的住民移転や既得権利への影響を最小化する。 

 調査で作成した「コミュニテ・プロファイル」を他

の開発計画に有効利用する。 
 道路及び公共交通機材の維持管理に係る予算を定常

的に確保する。 
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1. 序論 

(1) 調査の背景 

ブルンジ共和国は 1962 年にベルギーから
の独立を達成した。しかしながら長期間続い
た内戦と 1996 年から行われた周辺国によ
る経済制裁により、ブルンジは経済的発展を
成し得ることができず、このため国内のイン
フラ施設整備や輸送網の維持管理と改善も手
つかずの状態にあった。ブルンジ国の首都で
あるブジュンブラ市（以後「ブ」市とする。）
のインフラ施設は未整備な状況であり、特に
そのインフラ施設の根幹を成す道路は劣悪な
状況であった。内戦終了後、道路交通への需
要が高まりにより「ブ」市内の交通混雑の状
況は深刻さを増し、「ブ」市の継続的な発展の
為には道路交通問題の解決が主要な課題とな
っていた。 

「ブ」市民の主要な移動手段は個人営業によ
るミニバスであるが、一方バス公社（オトラ
コ）も「ブ」市と国内地方都市を結ぶ路線に
サービスを供給している。しかしながらオト
ラコよるバスサービスは、劣悪な車輌の維持
管理状況及び脆弱な運行管理能力により、乗
客のニーズに応えておらず、オトラコによる
バス輸送の強化は、地方都市経済の発展の大
きな鍵となっている。 

本調査は都市交通計画を策定及びオトラコ公
共輸送サービスの再整備に向けた技術支援を
行い、これらによる都市交通の改善を行うこ
とにより、「ブ」市における経済を活性化し、
生活水準を改善することを目的とする。 

(2) 調査の目的 

本調査の目的は以下の通りである。: 

1. 都市交通計画を策定することにより、
「ブ」市における都市交通システム全体
の改善を図る。 

2. オトラコに対して技術支援を行う。 
3. パイロットプロジェクトとして緊急的な
修復工事を行う。 

(3) 調査対象地域 

ブルンジ国「ブ」市全域 

2. 「ブ」市の現況 

(1) 概況 

ブルンジの首都である「ブ」市はタンガニカ
湖の北東端に位置している。ブルンジの最大
の都市となっていることから、行政、情報、

経済面でのブルンジの中心となっており、ま
た地域に立地している主な産業は、織物製造
業や石鹸製造業となっている。ブルンジの主
要港湾である「ブ」港はブルンジの主要輸出
品目であるコーヒーや木綿、皮革、錫鉱石の
ゲートウェイとなっている。 

(2) 人口 

2007年２月末における「ブ」市の総人口は
547,760人である。 

(3) 土地利用 

「ブ」市は東側の山地と西側のタンガニカ湖
に挟まれた場所に位置しており、このため、
市域は南北４KMに細長い形状を示している。 

中心部のロヘロコミューンは市の行政、商
業・業務機能の中心となっている。北部の港
湾を取り巻く工業地域には、ブルンジにおけ
る大型工業施設の殆どが立地している。住宅
地はこれらの地域を取り囲み、市の全体の土
地利用を形成している。 

(4) 道路交通 

道路網 

「ブ」市の道路網の骨格は、６本の国道と１
本の環状道路から形成されており、これらが
主要幹線道路となっている。１号、３号、４
号、５号、７号の６本の国道は「ブ」市とブ
ルンジの他の州或いは隣接する国々を結んで
いる。６本の国道のうち４本の国道は市の中
心地を起点とし、他の２本も市外周部でこれ
らの国道から分岐している。環状道路は国道
１号の北部を起点とし、西側を通って南部で
国道３号とつながっている。その他の道路は
幹線道路、集散道路、地区道路の３つの段階
に分類される。幹線道路は主要幹線道路と共
に市の骨格道路を形成し、これら骨格道路に
は集散道路及び地区道路が直接つながってい
る場合も見られる。
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交通量 

土地利用上の特徴に起因して都心部への交通
流動が卓越しており、この結果交通量は都心
部に近付くにつれ増大する傾向を見せている。
交通量はウポラナ通りで最大であり、12 時
間交通で約25,000台が観測されている。一
方、市域の外周部での交通量は比較的少なく、
2000台を下回っている。車種構成では、自
家用車が大きな部分を占めているが、ミニバ
スも地点により最大で5000台を超え、大き
な部分を占めている。  

市内5箇所で路側OD調査が実施され、市中
心部への交通の集中が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 公共交通 

「ブ」市では現在２種類の組織により公共交
通が運行されており、うち一つは公共機関で
あるオトラコであり、もう一つは民間のバス
会社によるものである。 

オトラコは大型バスにより都市内、近郊、都
市間のバスサービスを行っており、民間バス
会社は「ブ」市内において14人乗りから30
人乗りのワゴンタイプのバスによりバスサー
ビスを行っている。バス乗客調査による
2007 年５月の１日あたりの乗客数は
118,000人となっている。 

(6) 交通管理 

現況では交通信号機は導入されておらず、そ
の代わりに主要交差点には一般的にラウンド
アバウトシステムが導入されている。 

また、駐車禁止制度や駐車料金システムは導
入されておらず、自動車は路側や中央分離帯
にそって駐車を行っている。 
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3. 現況の問題点と課題 

「ブ」市のインフラ施設には数々の問題、課題
がある。本調査は以下の通り問題、課題を整理
した。 

(1) 土地利用 

・ 過密な住宅地の存在 
・ 都心部への都市機能の一極集中 

(2) 道路網 

・ 放射状道路中心の道路網構成 
・ 住宅地域における道路の未整備 
・ 道路施設の未整備と不十分な交通管理 
・ 不十分な道路の維持管理 

(3) 公共交通 

・ 乗客のニーズとの不整合 
・ 不十分なバス運行管理 
・ 低いオトラコの採算性 

(4) オートバイ、自転車、歩行者 

・ 未整備な歩道 
・ 自転車と自動車の混在 

(5) 交通管理 

・  不法路上駐車が原因による渋滞の発生 

4. 経済社会フレーム 

(1) 人口 

各ドナーによる人口推計及び各種指標を基に
「ブ」市の将来人口予測を行った。各年に於け
る予測値は以下の通りである。 

「ブ」市の人口フレーム 

 2007 2012 2017 

「ブ」市の人口 547,760 635,000 736,000

(2) 経済指標 

IMF とWB による推定結果を考慮して、「ブ」
市の2017年までのGDP成長率を6.0%と設
定した。「ブ」市における GRDP(Gross 
Regional Domestic Product)成長率は１次産
業、２次産業及び３次産業の成長率に基づき、
年7.9%から8.1%と設定した。 

 

 

 

  

「ブ」市の経済フレーム 

R 2007 2012 2017 

GRDP  2007 prices 

(Billion FBu) 
237.6 347.34 510.8 

Share of GRDP 23.0% 25.2% 27.5%

GRDP Growth Rate 7.9% 8.0% 8.1% 

GRDP per capita(FBu) 433,842 546,871 693,931

(3) 土地利用フレーム 

環境、防災上の影響を考慮し、市北部東部地域
の開発の抑制、都市域拡大増加人口の受け皿と
なる市南部地域の開発（サブセンター）を含む、
「ブ」市の2017年に於ける土地利用計画を行
った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ブ」市将来土地利用及び都市機能配置計画
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5. 将来交通需要 

(1) 発生集中交通量 
ゾーン別人口との相関によりトリップ数を推計
する発生交通量モデルにより、調査対象地域に
おける自動車の総発生集中交通量は 2007 年
で278,000トリップ、2017年で454,000
トリップと推計され、この期間において自動車
交通量は1.64倍に増加すると予想される。人
口増加の違いにより、発生交通量の増加はゾー
ンにより大きく異なっている。人口増加が最も
著しいことが予想される南の地域では、発生交
通量は3.8倍から3.9倍となり、中心部が1.3
倍から1.6倍であるのと対照を見せている。 

(2) 分布交通量 
将来の分布交通量は現在パターン法により推計
を行った。2007 年と 2017 年の分布を比較
すると、将来の分布交通の特徴は次のような点
が見いだされる。 

- 都心部への交通の集中傾向は今後も続く 
- 新しい傾向として、南部地域への交通の増加
が生じる 
- また外周部のゾーン相互の交通が増加する傾
向が見いだされる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スクリーンラインにおける交通量増加率 

Traffic Demand Rate of 
increase 

Screen 
Line 

2007 2017 (times) 
A-A’ 21,200 36,800 1.7 

B-B’ 56,000 98,100 1.8 

C-C’ 30,000 57,700 1.9 

D-D’ 3,500 11,500 3.3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2007年と2017年の自動車発生集中交通量

2017年将来配分交通量 

スクリーンラインにおける交通量の比較 



ブジュンブラ市都市交通改善計画調査   調査の概要 
 

 
S5 

6. 都市交通改善方針 

(1) 計画の基本方針 

 既存の計画との整合 

ブルンジの首都である「ブ」市はあらゆる機能
において全国的な中枢としての機能が期待され
ている。したがって、改善計画の方針は関係す
る開発方針や計画と整合を図っていかなければ
ならない。 

 長期計画を考慮に入れた改善計画 

本計画の計画目標年次以降の長期を視野に入れ
て都市交通改善計画を策定する必要がある。こ
のために、本調査では長期におけるおおまかな
都市交通システム計画を描くものとする。 

 個人輸送機関から公共輸送機関への移行 

アフリカのあらゆる国で、生活水準の向上に伴
い、少数の乗客しか運んでいない自家用車が増
加し、交通混雑を発生させている。個人輸送機
関から公共輸送機関に移行することは、都市に
おける交通混雑を解決するための鍵である。 

 公共交通の効率性向上 

市民の共通の足としての公共交通の重要性を満
足するために、公共交通はより効率的で洗練さ
れたものとなり、より多くの乗客を吸引しなけ
ればならない。 

 ＴＤＭ 

「ブ」市は既に市街化が進む一方で、タンガニ
カ湖と丘陵の間に挟まれて位置しているため、
道路の新設や拡幅のための用地が制約されてい
る。更に環境に対する意識が高まっていること
も考慮し、マスタープランにはＴＤＭの概念を
導入する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7. 道路整備計画 

(1) 道路整備の方針 

現況の問題点を解決し、秩序ある都市開発に寄
与することを目的として、下記の道路整備の方
針を設定した。 

 環状道路網体型の強化 
 南北軸の強化 
 集散道路の改善 
 交差点の改良 
 道路維持管理システムの確立 

(2) 道路網整備計画 

主な道路整備計画は以下の通りである。 

 沿岸代替ルートの整備 
 CBD地域における南北軸の強化 
 環状道路の整備 
 ボトルネックの解消 

(3) 交差点改良計画 

既存の食い違いのある交差点は、将来増加する
交通量において安全性を維持し、交通混雑を解
消するために改善が必要であり、また交通信号
の導入や通行規制など、交通管理の手法も導入
する必要がある。 

 

 

Strengthening of 
north-south corridor

Radial and Ring 
Road System 

Improvement of 
Bottleneck 

主要幹線道路の整備方針 
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(4) 通行流制御  

現況では交通信号は運用されておらず、これが
交通混雑や増加する交通事故の一因となってい
る。交差点の脚数、車線数、道路の階層及び交
通量などの交差点の状況を分析することにより、
信号交差点化する優先順位を評価した。これを
下記に示す。 

信号交差点整備数 

Package Places Priority 

Package I 11 Urgent 

Package II 18 Short-term

Package III 7 Midterm 

(5) 交通制御 

都市地域における交通混雑を解消するための合
理的な交通運用計画の一部として、ＣＢＤ地域
における一方通行規制を導入する。一方通行規
制の導入により、ボトルネックとなっている交
差点の交通混雑が緩和され、交通混雑の解消に
寄与することができる。 

(6) 事業費概算 

将来道路網の事業費の概算を、建設費用、エン
ジニアリングサービス費用及び間接費用を積み
上げることにより行う。 

積算結果の概要を下記に示す。 

道路整備の事業費概算 

Name of Project 
(Section) 

Road 
Length
(km) 

Total 
×1,000FBu

1. Coastal Alternative Route 
Projects 

 7.4 19,064,878

2. Widening of NR-3 Projects  4.6 10,573,511

3. Ring Road Development 
Projects 

 6.9 17,229,651

4. Widening of NR-7 Projects  2.0 5,544,176

5. Missing Link Development 
Projects 

 1.4 4,919,119

6. City Plan Development 
Projects (Northern Areas) 

 19.9 39,007,615

7. City Plan Development 
Projects (Southern Areas) 

 22.7 48,273,201

8. Stone Pavement Projects  110.5 94,620,485

Total  175.4 239,232,636

 

Buterere

Cibitoke

Kamenge

Ngagara Gihosha

Buyenzi Bwiza
Nyakabiga

Rohero

Kinindo Musaga

Kanyosha

Kinama

 

Buterere

Cibitoke

Kamenge

Ngagara Gihosha

Buyenzi Bwiza
Nyakabiga

Rohero

Kinindo Musaga

Kanyosha

Kinama

 Legend 
Principal Arterial 
Arterial 
Collector 

(Only target road)  

2,017年までの道路整備計画 

2,017年以降の道路整備計画 
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(7) 設計基準と標準断面 
標準横断構成、設計速度など設計基準は
日本の設計基準である道路構造例を参考
としつつ設定した。 

道路設計基準の概要 

Road Classification 
 Principal Arterial Principal Collector Local 

Design Speed 
(km/h) 80 60 50 or 40 30 or 20 

Design Traffic 
(pcu/day)  - 10,000 10,000 - 4,000 4,000 - 500 500 - 

Road Reserve 
(minimum) 

38.0 (4 lane) 
27.0 (2 lane) 23.5 20.0 12.5 

Lane Width 
(m) 

33.0 (4 lane) 
22.0 (2 lane) 19.5 16.0 10.5 

Lane 3.5 3.25 3.0 2.75 
Shoulder 1.5 1.5 1.0 1.0 
Median 3.0 1.0 - - 
Walkway 3.5 3.0 2.0 - 

8. 公共交通改善計画 

(1) 計画の方針 
 近い将来に激化が予想される交通混雑を
回避するために、公共交通の利用を促進す
ることが必要である。 

 この目標を達成するために、バス利用者の
ニーズに対応してバスネットワークを再
構成し、安定的なバス運行システムを導入
することが求められる。 

 オトラコは正確で快適なサービスを提供
し、公共交通の地位を向上する上で中心的
な役割を果たすことが期待される。 

 この目的のため、オトラコは大型バスによ
る効率的な運行によりバスサービを提供
する必要がある。 

 これらを通じて、公共交通はあらゆる階層
の市民の足となり、市民が日常的に利用す
る交通手段となる。 

 改善プログラムはオトラコと競合関係に
ある民間バスに対する影響を軽減するた
めの措置を含むものとする。 

 タクシーやバイクタクシー、自転車タクシ
ー等の他の公共交通機関の安全で安定的
な運行を実現するための方法も導入する。 

(2) バスネットワーク計画 

以下を考慮、バスネットワーク計画を行った。 

 将来においては南北方向の乗客の動きが
急速に増加するため、南北方向のバスルー
トは幹線バスルートを形成する。 

 バス運行を効率化するものとして、環状道
路における循環バスルートを導入する。 

 主要幹線ルート、幹線ルート、及びこれら
を補完する補助幹線ルートによりバスネ
ットワークを構成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上記ネットワークに対応するオトラコの大型バ
スの台数は73台.と算出される。  

 Legend 

Principal Arterial Route 

Arterial Route 

Secondary Arterial Route 

7220 Distributed Nos. of 
Passenger 

 

2,017年バスネットワーク 
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(3) バスターミナル整備計画 

バスターミナル計画は調査で提案した道路計画。
バスネットワーク計画及び既存の計画を考慮し
て以下の様に行った。 

 長距離バスのバスターミナル 
北部ターミナル：国道９号沿いのカラマ

地区（キナマコミューン） 

南部ターミナル：国道３号沿いニャバラ

ンダ地区（カニヨーシャコミューン） 

 市内バス、近郊バスのバスターミナル 
メインターミナル：国道９号沿い旧スタ

ジアム（ロヘロコミューン） 

必要面積は3,000㎡と算定される。 

サブターミナル：独立広場の南側部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) その他公共輸送機関（タクシー、バイクタ
クシー、自転車タクシー） 

バスを補完する役割を果たしているタクシー、
バイクタクシー、自転車タクシーもまた市民の
移動手段となっている。これら輸送手段につい
ても運行に制限を加えつつ、市民の足として活
用する必要がある。 

これら輸送手段に対する規制の導入 

これらの輸送手段により引き起こされる混雑や
交通事故を回避するために、特定の公共交通手
段に対して下記の制限を提案する。 

タクシー：制限を行わない 

バイクタクシー：南北軸以外での運行を許容す
る 

自転車タクシー：主要幹線道路以外で運行する。 

交通手段相互の乗り換えのためのプールの整
備 

支線道路を利用ルートとする交通手段相互の
乗り換えのためのプールを整備する。このよう
な施設の配置計画を下図に示す。 

 

South Bus Terminal

(Long Distance) 

Inner City Bus 

Terminal (Sub) 

North Bus Terminal 

(Long Distance) 

Inner City Bus 

Terminal (Main) 

バイクタクシー、自転車タクシーのための

プールの配置標準図 

バスターミナル位置図 
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9. 交通管理計画 

(1) 駐車施設整備と規則 

以下の図は提案した駐車禁止区域を示したもの
である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の駐車禁止規制の他、以下の交通管理対策
の実施が必要である。; 

 交差点における駐車禁止 

交差点から最低30m以内の範囲では駐車禁止
とするべきである。 

 主要な集散道路における駐車禁止 

主要な集散道路においては路側の駐車は禁止さ
れるべきである。 

 駐車施設の整備 
 駐車場の拡大と駐車料金システムの導入 
商業施設の周辺では路側の駐車場所は拡大が必
要である。更に、駐車に対する民間事業者によ
る課金制度の導入が必要である。 

 立体駐車場の整備 

建設費用と土地取得費用の点から考慮すると、
立体駐車場の導入が提言される。 

.

10. 実施計画 

(1) 実施計画の方針 

マスタープランで提案されたプロジェクトの
実施計画を策定するに当たり、計画の実施ス
ケジュールは事業の必要性、緊急性を考慮し
た次の３期間で設定する。 

- 短期：2008-2010 
- 中期：2011-2013 
- 長期：2014-2017 

 
(2) 事業実施スケジュール 

下記のプロジェクト実施スケジュール表は、各
プロジェクトの開始時期、実施期間及び共用期
間を示している。更にこのスケジュールで実施
した場合の必要予算を示している。 
. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Prohibited Parking 
Area

Accepted Parking 
Area

CBDにおける駐車禁止区域 

8 9 10 11 12 13 14 15 16
3,813 3,813 3,813 3,813 3,813

2,115 2,115 2,115 2,115

4,307 4,307 4,307

1,386 1,386 1,386

984 984 984 984 984

12,469 12,469 12,469 12,469 12,469 12,469

141 141 214 214 82

49 49 49

11 11 11

7,071 7,601 7,615 7,645 8,043 8,424 8,810 9,150 9,581

Sub Total 230,098 7,272 8,787 12,471 24,910 25,523 28,018 32,900 29,940 29,940

1,203 1,203

2,177 2,177 4,353

25 25 25 25 25 25

Sub Total 11,263 3,405 3,405 25 25 25 4,378

241,361

Forming the Network system

One-way Traffic Control

Project Year

Community Road

17
Length
(km)

Cost
(mil.Fbu)

1.4 4,919

Short Term Medium Term Long Term

Coastal Alternative Route

North-South Axis

Ring Road

Widening of NR-7

42.6 87,280City Plan Roads

6.9 17,229

2.0 5,544

7.4 19,064

4.6 10,573

R
oa

d 
D

ev
el

op
m

en
t

Off-set intersection
improvement
Roundabout improvement

Road Maintenance

Signalization

110.5 94,620

874

147

33

83,917

2,115

4,307

1,386

12,469

82

9,977

30,337

2,406

Introduction of New Bus
Operation Systems in

8,707

New installation of taxi pool for
motor-bike and Bicycle taxi

150

31,935 81,906 127,520

Pu
bl

ic
 T

ra
ns

po
rt

Definition of Term

Total

Bus Terminal and City Bus
Centre Improvement

道路整備計画と公共交通改善計画の実施スケジュール 
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11. 初期環境調査(IEE) 

(1) IEE調査項目 

提案されたマスタープランに対する IEE を実
施した。ＩＥＥのチェック項目はＪＩＣＡに
よる環境社会配慮ガイドライン（2004年４
月）“資料編３．スクリーニング様式、チェッ
ク項目”を用いてＩＥＥを実施した。 

調査項目は以下の通りである。 

(2) 結論と提言 
ネガティブな影響を与える可能性のある下記
の計画については、ＦＳ等の計画の進行した
段階でＥＩＡを実施する必要がある。 

道路整備計画 

- 南北軸の整備 

- 環状道路の整備 

- 北部地域における都市計画道路の整備 

- 南部地域における都市計画道路の整備 

- 交通規制 

公共交通改善計画 

- バス網改善計画 

- バスターミナル整備計画 

これらの計画には戦略アセスメントの概念を
導入すべきである。 

12. マスタープランの評価 

(1) 評価方法 

下図のフローチャートに示す手順により、経
済分析を実施する。 

経済分析のワークフロー 

(2) 評価実施計画 

 キャッシュフロー分析 

一般的に、コンクリート舗装の耐久年数は20
年、アスファルト舗装の耐久年数は 10 年と
されている。これらの事項とは別に、本調査
では長期間における整備効果を反映させるた
めに、分析期間を25年として分析を行った。 

 経済指標 

12%の割引率の基で、計画の費用便益費（B/C）
は1.6となり、また現在価値（NPV）は47,685
百万 Fbu と推定された。経済的内部収益率
（EIRR）は16.7%であり、割引率より高い数
値を示している。 

不確定な要素の変動幅を下記のように設定して
弾力性分析を行った。 

ケース１：便益の変動をベースケースに対して
-25%とする 

ケース２：費用の変動をベースケースに対して
+25%から50%とする。 

キャッシュフロー分析と弾力性分析の結果を下
表に示す。 

マスタープランの経済評価 

 Base 
case Case-1 Case-2

Variation of benefit 0% - 25% 0% 
Variation of cost 0% + 25% + 50%

NPV (FBu billion) 47.7 4.9 10.9 
B/C Ratio 1.60 1.04 1.09 
EIRR (%) 16.7% 12.5% 12.9% 

 

1. 大気汚染 
2. 水質汚濁 
3. 土壌汚染 
4. 廃棄物 
5. 騒音・震動 
6. 地盤沈下 
7. 悪臭 
8. 地形・地質 
9. 底質 
10. 生物・生態系 
11. 水利用 
12. 事故 
13. 地球温暖化 
14. 非自発的住民移転 
15. 雇用や生計手段等の地域経済 
16. 土地利用や地域資源利用 
17. 社会関係資本や地域の意志決定機関等の
社会組織 

18. 既存の社会インフラや社会サービス 
19. 貧困者・先住民・少数民族 
20. 被害と利益の偏在 
21. 地域的内の利害対立 
22. ジェンダー 
23. 子どもの権利 
24. 文化遺産 
25. HIV/AIDS等の感染症 
26. その他 

 
Present Network Master Plan Financial 

Cost of Project 

Unit Cost 
VOC/TTC 

Improvement 
Network  

Benefit Savings 
in VOC/TTC 

Economic 
Cost of Project

Road Maintenance 
Cost 

O/M Cost of 
Traffic Signal 

O/M Cost of Bus 
Operation 

Cash Flow Analysis 

Evaluation Indices 
NPV, B/C Ratio, EIRR 

Traffic Assignment 

Without 
Project 

With 
Project Comparison
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13. オトラコへの技術協力 

(1) 技術協力の概要 

オトラコの運営維持管理に関するデータ収集、
分析を行い、オトラコへの技術協力を行った。
このプログラムに加え、日常業務で発生してい
た問題の解決をOJT方式にて行った。 

技術協力プログラムの中で実施したセミナーの
概要は以下の通りである。 

技術移転セミナーの開催 
Date Subject Attendance 

1 Apr. 
19, 
2007 

Improvement of 
environment and 
safety of the garage

11 mechanics,  
1 Engineer 

2 May 2, 
2007 

Brake overhauling 12 mechanics,  
2 engineers 

3 May 10, 
2007 

Periodic inspection 9 mechanics,  
5 mechanics,  
3 Engineers 

4 Jul. 12, 
2007 

Bus maintenance 
and management 
(1) 

3 section chiefs, 
1 section sub 
chief 

5 Jul. 26, 
2007 

Bus maintenance 
and management 
(2) 

4 section chiefs, 
1 section sub 
chief 

6 Aug. 7, 
2007 

Pperiodic service 1 section sub 
chief,  
8 inspectors 

7 Aug. 11, 
2007 

Brake overhauling 1 section chief,  
1 section sub 
chief,  
10 mechanics,  
8 inspectors 

 

14. 結論及び提言 

(1) 計画の妥当性の確認 

・ 「ブ」市都市交通改善計画調査は現況の交
通を分析し、将来の交通状況を予測するこ
とにより、都市交通の状況を改善するため
に実施された。 

・ 投資計画では、計画の３期間中の必要投資
額を次のように示している。 

- 短期（2008-2010）： 7.3BIL FBU 
- 中期（2011-2013）： 55.6BILFBU 
- 長期（2014-2017）： 85.1BilFBu 

 Total  148.0BilFBu 

・ 計画は経済評価により実行可能であると評
価され、また初期環境調査により受容可能
であると評価された。経済評価の概要は下
記の通りである。 

- NPV:  47.7Fbu 
- BCR: 1.60 
- EIRR: 16.7% 

(2) 提言 

マスタープランの個々のプロジェクトの実施に
関し、以下の提言をブルンジ国側に行った。 

 本マスタープランをブルンジの国家計画
として位置付ける。 

 計画実施機関を明確化する。 

 計画実施に関するマネージメントプラン
を作成する。 

・ 計画実施の為の新たな組織を創設する。 

・ 計画実施の為の予算を確保する。 

・ マスタープランで提案されたプロジェクト内

容を、変化する都市交通事情に合わせ発展さ

せる。 

・ 都市開発に関わる各種計画に関し、計画内容

の精査、その実施の承認及び不許可を行う。 

 計画実施に関する住民との合意形成を行
う。 

 計画実施を前にEIAを行い、計画実施によ
る非自発的住民移転や既得権利への影響
を最小化する。 

 調査で作成した「コミュニテ・プロファイ
ル」を他の開発計画に有効利用する。 

 道路及び公共交通機材の維持管理に係る
予算を定常的に確保する。 
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序論 

背 景 

 

ブルンジは 1962 年にベルギーからの独

立を達成した。しかし、1993年から13年

続いた内戦と、1996年から行われた周辺国

による経済制裁によりブルンジは経済的発展

をなしえなかった。このため国内における基

盤施設や輸送網の維持管理と改善も放置せざ

るを得ない状態となっていた。このような状

況を踏まえ、2000年８月にブルンジ政府と

政治党派はブルンジの平和と和解に関するア

ルーシャ協定（アルーシャ協定）に調印を行

い、これに基づき2001年に暫定政権が発足

した。６月から７月には地方議会議員と国会

議員の選挙が行われ、また８月には大統領選

挙が行われピエール・ンクルンジザ大統領が

公式に選出され、国家の再建に向け全面的に

舞台が整った。 

 

推定人口 40 万人とされる首都ブジュンブ

ラ市は、ブルンジの政治的、経済的な中心で

ある。しかし、基盤施設、特に道路は非常に

貧弱な状態となっており、道路の再整備は市

民の生活水準を改善する上でも非常に重要で

ある。近い将来に到来する国家の再建期間に

おいて経済活動の活発化が進み、道路交通の

増加が予想されるが、道路網が不適切である

のみならず道路の総量が少なく、また現在の

交通管理システムが貧弱であるため、市中心

部における交通混雑が大きな課題となりつつ

ある。 

 

民間のミニバスがブジュンブラの公共輸送

の主な手段となっているが、オトラコもまた

ブジュンブラと農村部の間の公共バスサービ

スを行っている。しかし、オトラコによるバ

スサービスは、バスの老朽化及びそのための

維持管理上の問題により極めて限定的である。

この結果としてオトラコの公共輸送サービス

を再構築することが地域経済の再生のために

重要である。 

本調査の目的は都市交通計画を策定し、オ

トラコ公共輸送サービスの再建に向けた技術

支援を行い、また都市交通の改善を行うこと

によりブジュンブラにおける経済を強化し、

生活水準を改善することである。 

 

調査の目的 

 

本調査の目的は下記の点である。 

１．都市交通計画を策定することにより、ブ

ジュンブラ市における都市交通システム

全体の改善を図る。 

２．オトラコに対して技術支援を行う。 

３．パイロットプロジェクトとして緊急的な

修復工事を行う。 

 

調査の対象区域 

 

本調査の対象範囲はブジュンブラ市の市域

全体とする。 

 

調査スケジュール 

 

本調査は次の３段階で実施された。 

第１段階 

既存文献に基づく調査 

現地調査 

 

第２段階 

方針と戦略の確立 

環境面の検討 

 

第３段階 

計画の策定と評価 

結論と提言 
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ステークホルダー会議 

都市交通の課題と計画を協議するために、

４回のステークホルダー会議が実施された。 

日程と議題は下記の通りである。 

- 第１回（2007年４月５日） 

パイロットプロジェクトの選定 

市の現況人口と将来開発の方向 

- 第２回（2007年６月25日） 

都市交通の現況と課題 

都市計画 

将来交通需要と交通解析 

- 第３回（2007年７月５日） 

公共交通の課題 

バスネットワーク改善計画 

バスターミナル整備計画 

- 第４回（2007年11月５日） 

ドラフトファイナルレポート報告 

 

 

第３回ステークホルダー会議 

 

技術移転 

技術移転は次の４つの場面で行われた。 

- ステアリング・コミッティー 

- 計画策定時における共同作業 

- パイロットプロジェクトの検査及び会議 

- オトラコにおけるセミナーとトレーニン

グ 

 

ステアリング・コミッティー 

ステアリング・コミッティーによる会議は

ステークホルダー会議と併せて実施された。

計画の説明と協議の中で計画の策定手順と方

針の確立方法が移転された。 

 

計画策定段階における共同作業 

マスタープランを構成する各計画は、関係

するカウンターパートとの協議を経て策定さ

れた。この過程をとおして、データ分析方法、

計画の策定方法が移転された。 

. 

パイロットプロジェクトにおける検査と協議 

パイロットプロジェクトにおいては、カウ

ンターパートの参加により月例会議、週例会

議が行われた。工程管理及び品質管理、安全

管理の方法が移転された。 

 

 

パイロットプロジェクト週例会議 

 

オトラコにおけるセミナーとトレーニング 

オトラコに対する技術支援として、セミナ

ーとトレーニングが行われた。詳細は「オト

ラコへの技術支援」に記述している。 

 

成果 

技術移転に関して著しい成果が得られてい

る。カウンターパートの能力は各分野におい

て向上しており、とりわけオトラコの技術者

とパイロットプロジェクトの担当技術者に関

しては技術的能力において大幅に向上してい

る。 

これらの成果はブルンジ政府の協力と支援

があった故に達成されたものであることを、

調査団は特筆しておきたい。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PART 1 

 
 

現況と課題 
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1. ブジュンブラ市の現況 

(1) 概況 
ブルンジの首都であるブジュンブラ市は

タンガニカ湖の北東端に位置している。ブ

ルンジの最大の都市となっていることから、

行政、情報、経済面でのブルンジの中心と

なっており、また地域に立地している産業

は織物製造業や石鹸製造業を主要産業とし

ている。ブルンジの主要港湾であるブジュ

ンブラ港はブルンジの主要輸出品目である

コーヒーや木綿、皮革、錫鉱石の輸出港と

なっている。 

 

(2) 人口 
調査団により実施された人口調査による

と2007年２月末におけるブジュンブラ市

の総人口は547,760人となっている。 

 

(3) 土地利用 
土地利用の構成 

ブジュンブラ市は東側の山地と西側のタ

ンガニカ湖に挟まれた場所に位置しており、

このため、市域は南北４kmに細長い形状を

示している。 

中心部のロヘロコミューンは市の行政、

商業・業務機能の中心となっている。北部

の港湾を取り巻く工業地域には、ブルンジ

における大型工業施設の殆どが立地してい

る。住宅地はこれらの地域を取り囲み、市

の全体の土地利用を形成している。 

 

商業・業務地域 

多くの事務所機能や商業集積はロヘロコ

ミューンに立地している。この他にいくつ

かの行政施設はギホーシャコミューンのギ

ホーシャカルチェやムサガコミューンに立

地している。 

中規模な商業施設は殆どのコミューンに

分散している。さらに、小規模な店舗が幹

線道路や地方連絡道路沿いに線状に形成さ

れており、これらは殆どが商業・住居の併

用施設となっている。 

 

工業地域 

ブジュンブラ港の東側の地域は 380ha

の面積を有する工場地域として開発されて

いる。工場地としての開発は完了している

ものの、約半分の土地が未利用地であるか、

又は低利用地となったままである。 

またこの他に、ブェンジコミューンの西

側港湾周辺の地域や市中心部と空港を結ぶ

幹線道路沿いにも工場立地が見られる。 

 

住宅地域 

ブジュンブラ市の住宅地は次の二つのタ

イプに分類されるところに特徴がある。 

- 高い人口密度となっている住宅市街地 

住居の殆どが１階建てとなっており、

道路が狭く、舗装状態も良好でない。防災

上の観点から見ると問題のある地域とな

っている。 

- その他のコミューン 

その他のコミューンでは人口密度が非

常に低く、それぞれの画地は約 20m×

30m の十分な敷地規模に１～３階の住居

が建設されている。近年、少数ではあるが

３～４階の集合住宅も建設されている。 

 

 
ブジュンブラ市の現況土地利用 
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国道 4号線

国道５号線

国道１号線

(4) 道路交通 
道路網 

ブジュンブラの道路網の骨格は６本の国

道と１本の環状道路から形成されており、

これらが主要幹線道路となっている。１号、

３号、４号、５号、７号、９号の６本の国

道はブジュンブラ市とブルンジの他の州或

いは隣接する国々を結んでいる。６本の国

道のうち４本の国道は市の中心地を起点と

し、他の２本も市外周部でこれらの国道か

ら分岐している。環状道路は国道１号の北

部を起点とし、西側を通って南部で国道３

号とつながっている。その他の道路は幹線

道路、集散道路、地区道路の３つの段階に

分類される。幹線道路は主要幹線道路と共

に市の骨格道路を形成し、これら骨格道路

には集散道路及び地区道路が直接つながっ

ている場合も見られる。 

 

 

Buterere

Cibitoke

Kamenge

Ngagara Gihosha

Buyenzi Bwiza
Nyakabiga

Rohero

Kinindo Musaga

Kanyosha

Kinama

 
ブジュンブラ市の現況道路網 

 

 

交通量 

土地利用上の特徴に起因して都心部への

交通流動が卓越しており、この結果交通量

は都心部に近付くにつれ増大する傾向を見

せている。交通量はウポラナ通りで最大で

あり、12 時間交通で約 25,000 台が観測

されている。一方、市域の外周部での交通

量は比較的少なく、2000 台を下回ってい

る。車種構成では、自家用車が大きな部分

を占めているが、ミニバスも地点により最

大で5000台を超え、大きな部分を占めて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通量調査による12時間交通量 

 

主要道路の５地点において路側ＯＤ調査

を実施した。この調査結果でもロヘロコミ

ューンへのＯＤ交通量が最大であり、都心

部への交通の集中が確認された。ブジュン

ブラの道路網においては長距離交通は少な

く、市内相互の流動が大半を占めている。 

 
 

Principal

Arterial

Collector

Local

Legend

2,153

1,659

788

2,584

3,691

1,015

2,584

1,266

11,843

16,851
5,094

12,592
24,921

3,601

9,607

7,770
11,26

10,81
5,003

2,477

1,025

国道３号線

国道７号線

国道９号線 



 
ブジュンブラ市都市交通改善計画調査   要約 

 

 
 

3 

(5) 公共交通 
ブジュンブラでは現在２種類の組織によ

り公共交通が運行されており、うち一つは

公共機関であるオトラコであり、もう一つ

は民間のバス会社によるものである。 

オトラコは大型バスにより都市内、近郊、

都市間のバスサービスを行っており、民間

バス会社はブジュンブラ市内において 14

人乗りから 30 人乗りのワゴンタイプのバ

スによりバスサービスを行っている。 

都心方向に集中する乗客の流動に伴い、

すべての民間バスの終点は都心のバスセン

ターとなっている。民間バスのルートは全

市をカバーしているが、バスのサービス範

囲外の地域も存在する。バス乗客調査によ

る 2007 年５月の１日あたりの乗客数は

118,000人となっている。 

I

 

バスルートと乗客流動の現況 

 

現在オトラコでは 42 台のバスが稼働し、

スクールバスを含めてブジュンブラ市内で

19路線のバスを運行している。このような

条件の下で、オトラコは市内バスから利益

を生み出していない。 

 

現況における乗客流動 

 

 

市中心部のバスセンター 

 

(6) 交通管理 
現況では交通信号機は導入されておらず、

その代わりに主要交差点には一般的にラウ

ンドアバウトシステムが導入されている。 

また、駐車禁止制度や駐車料金システム

は導入されておらず、自動車は路側や中央

分離帯にそって駐車を行っている。 
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2. 現況の問題点と課題 

(1) 土地利用 
 過密な住宅地の存在 
住宅地には人口密度が 500 人/ha を超

えるカルチェがあり、また、排水が不十分

な狭隘な道路がある住宅地が存在する。こ

れらの住宅地は防災や衛生面での問題を有

している。 
 都心部への都市機能の一極集中 
行政機関や商業機能がロヘロコミューン

にあるＣＢＤ（中心商業・業務地区）に集

中しており、この結果ＣＢＤには交通が集

中し、多量の交通の流入が放射状道路にお

ける交通混雑を招いている。 

 

(2) 道路網 
 放射状道路中心の道路網構成 
幹線道路の殆どが市の中心部と郊外を結

ぶ放射状道路となっており、大量の交通量

が市中心部に集中するため、市中心部周辺

の放射状道路において交通混雑が発生して

いる。放射状道路に集中する交通を分散す

る道路が不足している。 

 住宅地域における道路の未整備 
住宅地域における道路は安全で快適な生

活環境を形成する基本的な基盤施設である。

高密な住宅地において、生活環境を形成す

るための道路は高密な住宅地域において一

層必要となるにもかかわらず、市街化の進

んだ地域における地区レベルの道路は狭隘

で未舗装であり、また排水施設も不十分で

ある。 

 道路施設の未整備と不十分な交通管理 
- 交差点において適切な交通管理が行われて

いない。 

- 歩行者や自転車を自動車交通から分離する

ための歩道や横断歩道、バスベイなどの交

通施設が整備されていない。 

 不十分な道路の維持管理 
- 不十分な維持管理に起因する道路の老朽化

が円滑な交通を阻害している。 

- 道路の階層区分とそれぞれの道路の管理主

体が不明確であるため、予算の不足と相俟

って持続的な道路の維持管理が困難となっ

ている。 

 

 
老朽化した路面 

(3) 公共交通 
 乗客のニーズとの不整合 
バスサービスが乗客の要求と整合してい

ない。乗客の 75%が現在のサービスに満足
しておらず、この結果バスが市民に十分活

用されていない。満足していない理由とし

ては下記のものが掲げられている。 
- バスルートが乗客のニーズと一致してい
ない。 

- 出発までの待ち時間が長く、運行が不規
則である。 

 バス運行のコントロールが不十分 
バスの運行に関する規則や管理システム

が整備されていないため、バスサービスの

提供は需要が集中する地域やルートに集中

する傾向にある。 
 オトラコの採算性の低さ 
毎年、オトラコの歳出金額の 30%弱が政

府からの補助金により補填されている。 
(4) オートバイ、自転車、歩行者 

 歩道の未整備 
既存の歩道は歩行者にとって十分な幅員

を有していないため、歩行者は車道にあふ

れ出し、自動車交通と摩擦を生じている。 
 自転車と自動車の混在 
自転車の走行は自動車と混在している。

歩行者のみならず自転車も交通事故の危険

性に直面している。 
 
(5) 交通管理 

 路側における自動車の駐車が交通混雑に
拍車をかけている。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PART 2 

 
 

フレームワーク 
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3. 経済社会フレーム 

(1) 人口 

下記の点を考慮して総人口の推計を行っ

た。 

- UNFPA及びEUT、WBなどの援助機関で

は、ブルンジの総人口の伸びを、近年の

人口動向から年2.3%と設定している。 

- ブルンジ政府では増加する人口をブジュ

ンブラ以外の都市に導くことを意図して

おり、他の都市における都市開発を推進

する方針を確立している。 

- 1991年から2007年までのブジュンブ

ラ市の人口増加は約4.9%である。このよ

うな規模の住宅地開発は不可能であり、

もし住宅地が十分に供給されない場合に

は、住宅地は過密状態に直面する。この

ため、実際の人口増加率はこの数値より

も低い数値となることが望ましい。 
このような考え方に基づき、2007年か

ら2017年のブジュンブラ市に人口増加率

を3.0%と設定し、2017年におけるブジュ

ンブラ市の総人口は736,000人と推定さ

れた。 

 

ブジュンブラ市人口フレーム 
Indicator 2007 2012 2017 

ブジュンブラ市

の人口 
547,760 635,000 736,000

 
(2) 経済指標 

IMFとWBによる推定結果を考慮して、ブ

ジュンブラ市の2017年までのGDP成長

率を6.0%と設定した。ブジュンブラ市にお

けるGRDP(Gross Regional Domestic 

Product)成長率は１次産業、２次産業及び

３次産業の成長率に基づき、年7.9%から

8.1%と設定した。 

 
ブジュンブラ市の経済フレーム 

Indicator 2007 2012 2017 

GRDP at 2007 prices

(Billion FBu) 
237.6 347.34 510.8

Share of GRDP 23.0% 25.2% 27.5%

GRDP Growth Rate 7.9% 8.0% 8.1% 

GRDP per capita(FBu) 433,842 546,871 693,931

 

(3) 将来の市街地 

- 市の北部地域については、貴重な緑地地

域及び農業地域であるため、環境保全の

観点から開発が抑制されるべきである。 

- 東部地域については、地すべり等の災害

防止のため、自然条件下で安定的な勾配

である1/3勾配以下の地域のみ開発が許

容される。 

- 市の南側の地域は将来における都市地域

として期待される地域である。この地域

は新たに工業地や商業・業務地の整備を

行うことにより、ブジュンブラ市の都心

地域における既存の業務地・就業地を再

配置するのに適当な地域である。 

- 都市地域の境界は現在の市の行政区域境

界とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

将来市街地の限界 

 

 

 

北部開発抑制境界 

斜面勾配1/3以下の境界
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(4) 将来の都市構造 

 都市地域における環境改善 

いくつかの既存の住宅地にみられる過密

な状態は、安全性や衛生面の観点から緩和

する必要がある。短期的には、このような

過密な市街地への人口の流入は抑制される

べきである。 

 

 新たな都市地域における開発の促進 

将来における人口増加に対応し、新たな

都市地域における開発が促進されなければ

ならない。既存の都市地域における環境を

改善するため、中・低所得者のための適切

な敷地規模と建築規模の住宅地が設定され

なければならない。 

 

 安全な生活環境の形成 

激しい降雨によってもたらされる災害を

防止するため、新しい市街地は安全な地域

に開発されることが求められ、危険な地域

における開発は制限されるべきである。ま

た、丘陵部の傾斜地や河川沿いの地域は緑

地として保全されるべきである。 

 

 環状、クラスター状の道路網形成 

将来の市街地開発計画には環状・クラス

ター状の道路網を導入し、幹線道路におけ

る混雑の緩和を図るべきである。北部と南

部の既存市街地及び提案されている新しい

南の市街地を取り囲む環状道路を、市全体

の道路網の一部として導入する。 

 

 サブセンターの形成 

中心市街地への機能の集中を抑制し、市

の均衡ある発展を行うために、商業・業務

機能の一部は北部と南部の地域に新しく計

画されたサブセンターに配置する。南のサ

ブセンターには居住者の就業機会を確保し、

新しい開発地に人口を吸引することにより、

旧市街地における環境改善を行うことが期

待される。 

 

 基盤施設の改善と整備 

南側の地域における市街地の拡大に対応

し、必要となる基盤施設を予め整備し、ま

た必要な土地を確保しておくことが必要で

ある。現在の市街地においては、基盤施設

の拡充によりサービスレベルを向上するこ

とが必要である。 

 

 郊外における農地の開発 

北部のブテレレ地域には灌漑施設を備え

た耕作地域が存在する。これらの農地と周

辺の農業集落地は極力保全すべきである。 

 

 自然環境の保全 

下記のような地域は住宅地としての開発

が抑制され、樹木植栽が行われるべき地域

である。 

- １／３以上の勾配を有する傾斜地 

- 河川沿いの傾斜地と河床（幅員50～

100mの範囲） 

また、タンガニカ湖から200m以内の範

囲はレクリエーションのための緑地とし、

主として公共的な利用に供することが提言

される。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都市機能の配置図 
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4. 将来交通需要 

(1) 発生集中交通量 
ゾーン別人口との相関によりトリップ数

を推計する発生交通量モデルにより、調査

対象地域における自動車の総発生集中交通

量は 2007 年で 278,000 トリップ、

2017年で454,000トリップと推計され、

この期間において自動車交通量は 1.64 倍

に増加すると予想される。人口増加の違い

により、発生交通量の増加はゾーンにより

大きく異なっている。人口増加が最も著し

いことが予想される南の地域では、発生交

通量は3.8倍から3.9倍となり、中心部が

1.3倍から1.6倍であるのと対照を見せて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007年と2017年の自動車発生集中交通量 

 

(2) 分布交通量 
将来の分布交通量は現在パターン法によ

り推計を行った。2007年と2017年の分

布を比較すると、将来の分布交通の特徴は

次のような点に見いだされる。 

- 都心部への交通の集中傾向は今後も続く 

- 新しい傾向として、南部地域への交通の

増加が生じる 

- また外周部のゾーン相互の交通が増加す

る傾向が見いだされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007年配分交通量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年配分交通量 

 

(3) 配分ネットワーク 
配分交通量を推計するための道路ネッ

トワークは道路インベントリー調査を基

に作成した。主要幹線道路、幹線道路及

び集散道路をリンクとサブリンク及び区

間に分割する。現況道路網の区間は340

に分割された。 

Musaga

Kanyosha

Kinindo

Nyakabiga

Gihosha

Buterere

Buyenzi

Ngagara

Cibitoke Kamenge

Kinama

Bwiza

Rohero

Musaga

Kanyosha

Kinindo

Nyakabiga

Gihosha

Buterere

Buyenzi

Ngagara

Cibitoke Kamenge

Kinama

Bwiza

Rohero

-3000
-5000

-1000
-3000

-5000

-3000
-5000

-1000
-3000

-5000
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(4) 交通量配分 
都市地域においては道路交通量は通常道

路容量よりはるかに少なく、選択可能なル

ートが存在するため、道路交通量は各リン

クの走行速度から旅行時間最短のルートを

探索するマルチパス法により推計を行う。 

将来交通量配分においては市域の南北方

向の拡大に伴い、南北方向の交通が増大す

ることが指摘される。下図に示されるスク

リーンラインの交通量では交通需要は

2007年の1.7倍から3.3倍増加すること

が推定される。B-B 断面のスクリーンライ

ンでは増加する交通量は42,000台に達す

る。市の開発とを促進すると同時に将来の

交通需要に対応するため、南北方向の幹線

道路の整備を進めなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクリーンラインにおける交通量の比較 

 

スクリーンラインにおける交通量増加率 

Screen 
Line 

Traffic Demand 
Rate of 
increase 

2007 2017 (times) 
A-A’ 21,20

0 
36,800 1.7 

B-B’ 56,00
0 

98,100 1.8 

C-C’ 30,00
0 

57,700 1.9 

D-D’ 3,500 11,500 3.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007年現況配分交通量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 
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5. 都市交通改善方針 

(1) 計画策定手順 
ブジュンブラ市の都市交通の状況を改

善するために、下図に示す体系的手順に

より都市交通計画を策定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の手順 

 

(2) 計画の基本方針 
 既存の計画との整合 

ブルンジの首都であるブジュンブラ市は

あらゆる機能において全国的な中枢として

の機能が期待されている。したがって、改

善計画の方針は関係する開発方針や計画と

整合を図っていかなければならない。 

 

 長期計画を考慮に入れた改善計画 

本計画の計画目標年次以降の長期を視野

に入れて都市交通改善計画を策定する必要

がある。このために、本調査では長期にお

けるおおまかな都市交通システム計画を描

くものとする。 

 

 個人輸送機関から公共輸送機関への移

行 

アフリカのあらゆる国で、生活水準の向

上に伴い、少数の乗客しか運んでいない自

家用車が増加し、交通混雑を発生させてい

る。個人輸送機関から公共輸送機関に移行

することは、都市における交通混雑を解決

するための鍵である。 

 公共交通の効率性向上 

市民の共通の足としての公共交通の重要

性を満足するために、公共交通はより効率

的で洗練されたものとなり、より多くの乗

客を吸引しなければならない。 

 

 ＴＤＭ 

ブジュンブラ市は既に市街化が進む一方

で、タンガニカ湖と丘陵の間に挟まれて位

置しているため、道路の新設や拡幅のため

の用地が制約されている。更に環境に対す

る意識が高まっていることも考慮し、マス

タープランにはＴＤＭの概念を導入する。 

 

(3) 都市交通整備戦略 
基本方針を満足するために、2017年にお

ける整備目標は目標年次以降に実施すべき

内容を考慮して設定する。 

 整備目標 

短期（～2017） 

- 現況の問題点の解決 

- 将来に向けた根幹的な骨格構成の実現 

長期（2017以降） 

- 将来骨格構成の完成 

- 需要と供給のバランスの確保 

 

 道路網 

短期（～2017） 

- 放射環状道路網の形成 

- 南北軸の強化 

長期（2017～） 

- 放射状道路の拡幅 

- 南北軸の延長と拡幅 

 

 公共交通 

短期（～2017） 

- ミニバスと大型バスの共存 

- 時間帯バス専用レーンの導入 

- 都市地域におけるオトラコの運行拡大 

長期（2017～） 

- 大型バスへの転換 

- 南北軸へのＢＲＴの導入 

- バス運行の官民統合 

 
Socio 

Economic 
Existing Issues Transport 

Profile 

Overall Transport 
Development Policy 

Transport Development 
Strategy 

Urban Transport 
Improvement Plan 

- Road Development 
- Bus Development 
- Other Public Transport 
- Traffic Management 

Evaluation of 
Improvement Plan 

Environmental 
and Social 

Consideration 

Financing Plan 

Implementation Plan 
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6. 道路整備計画 

(1) 道路整備の方針 
現況の問題点を解決し、秩序ある都市開発

に寄与することを目的として、下記の道路整

備の方針を設定した。 
 環状道路網体型の強化 
 南北軸の強化 
 集散道路の改善 
 交差点の改良 
 道路維持管理システムの確立 

 
(2) 道路の段階構成 
ブジュンブラ市の将来道路網は４つのカテ

ゴリーにより段階構成を形成する。各カテゴ

リーの道路の機能は下記のように設定される。 
主要幹線道路 

- 主要都市、主要地域とブジュンブラ市を
結ぶ国道 

- ブジュンブラ市中心部の外郭を形成する
環状道路 

- 都市の主要な発生集中源をつなぐ道路 
幹線道路 
- 主要幹線と繋がってこれを補完する地域

の分散道路 

- ブジュンブラ市の都市地域の骨格を構成

する道路 

集散道路 

- 主要幹線道路、幹線道路と地域を結ぶア

クセス道路 

地区道路 

- 上記以外の道路であり、コミュニティ内

の小規模道路 

 

(3) 道路網整備計画 
 沿岸代替ルートの整備 

増加する南北方向道路への交通需要に対応

するために、南北方向の道路容量を拡大する

ための海岸沿いの代替ルートの整備が必要で

ある。沿岸代替ルートは道路容量を拡大する

他、次の機能を有している。 

- ＣＢＤに集中する交通を迂回させる 

- 交通を分散させ、道路網の重複性を拡大

する梯子型パターンを形成する 

- 南部地域の開発、特に産業開発を誘導す

る 

 

 ＣＢＤ地域における南北軸の強化 

長期的には国道３号は主要な骨格道路とし

てブジュンブラ市の南境界まで４車線化する

ことが期待される。2017年までの期間にお

いては、国道３号は独立広場からンゼロ通り

とガシベ通りの交差点まで拡幅を行う。 

 環状道路の整備 

ブジュンブラ市の現在の道路網体系は放射

状道路により構成されている。都心部への交

通集中を緩和し、都心部における交通負荷を

軽減するために環状道路の整備が必要である。

市中心部における内環状道路は既存の外環状

道路の強化と共に、道路網体系を放射環状型

道路網体系に転換するものである。 

 ボトルネックの解消 

将来の増加人口を収容する地区の一つであ

るカンヨーシャ地区の住宅地域を拡大するた

めに、国道７号の拡幅が必要である。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主要幹線道路の整備方針 
 
 
 
 

 

Strengthening of 
north-south corridor

Radial and Ring 
Road System 

Improvement of 
Bottleneck 
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国道５号線

国道 1号線

 交通機能を完結するための道路網形成 
現況の地区の道路網はクラスター状を形成

しており、上位道路との交差点において交通

の集中を招いている。このため、通り抜けを

可能とする道路を補完することにより、格子

状の道路網形成が必要である。 
 都市計画を実現するための道路整備 
市の南北地域における住宅地区の開発を吸

引、加速するため、住宅地区を包括する道路

の整備が求められる。 
 生活環境を改善する道路整備 
住宅地区における道路の多くは幅員が狭く、

未舗装で排水施設も不十分であり、生活環境

を構成する施設として適切ではない。このた

め、マスタープランにでは地区道路の舗装や

排水施設の改善を提案する。 
 
 
 
 
 
 
 

Buterere

Cibitoke

Kamenge

Ngagara Gihosha

Buyenzi Bwiza
Nyakabiga

Rohero

Kinindo Musaga

Kanyosha

Kinama

 
2017年までの道路整備区間 

(4) 交差点改良計画 
既存の食い違いのある交差点は、将来増加

する交通量において安全性を維持し、交通混

雑を解消するために改善が必要であり、また

交通信号の導入や通行規制など、交通管理の

手法も導入する必要がある。 

 

1

2

3
4

12

3

4

 

既存の食い違い交差点の位置 
 

Buterere

Cibitoke

Kamenge

Ngagara Gihosha

Buyenzi Bwiza
Nyakabiga

Rohero

Kinindo Musaga

Kanyosha

Kinama

 
2017年将来道路網 

 Legend 
Principal Arterial 
Arterial 
Collector 

(Only target road)  

国道 4号線

国道 3号線

国道 9号線 

国道７号線 
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(5) 通行流制御 
現況では交通信号は運用されておらず、こ

れが交通混雑や増加する交通事故の一因とな

っている。交差点の脚数、車線数、道路の階

層及び交通量などの交差点の状況を分析する

ことにより、信号交差点化する優先順位を評

価した。これを下記に示す。 

 

信号交差点建設数 
Package Places Priority 

Package I 11 Urgent 

Package II 18 Short-term

Package III 7 Midterm 

 

LakeLakeLakeLakeLakeLakeLakeLakeLake
TanganikaTanganikaTanganikaTanganikaTanganikaTanganikaTanganikaTanganikaTanganika

BujumburaBujumburaBujumburaBujumburaBujumburaBujumburaBujumburaBujumburaBujumbura
RuralRuralRuralRuralRuralRuralRuralRuralRural

111111111

222222222
333333333

444444444

555555555
666666666

777777777
888888888
999999999
101010101010101010
111111111111111111
121212121212121212

131313131313131313141414141414141414
151515151515151515

161616161616161616

171717171717171717

181818181818181818

191919191919191919

202020202020202020

212121212121212121

222222222222222222

232323232323232323

242424242424242424

252525252525252525
262626262626262626

272727272727272727
282828282828282828

292929292929292929

303030303030303030
313131313131313131323232323232323232

333333333333333333

343434343434343434

353535353535353535

363636363636363636

 
 

信号化する交差点の位置 
 
(6) 交通規制 
都市地域における交通混雑を解消するため

の合理的な交通運用計画の一部として、ＣＢ

Ｄ地域における一方通行規制を導入する。一

方通行規制の導入により、ボトルネックとな

っている交差点の交通混雑が緩和され、交通

混雑の解消に寄与することができる。 
 
 
 
 

 

Prince Louis Rwagasore 

28 Novenber

Ntare Rushats La liberte 

1er November 

UPRONA 

13 October 

Imbo 

 
ＣＢＤ地域における一方通行計画 

 
(7) 事業費概算 
将来道路網の事業費の概算を、建設費用、

エンジニアリングサービス費用及び間接費用

を積み上げることにより行う。 
積算結果の概要を下記に示す。 

 
道路整備の事業費概算 

Name of Project 
(Section) 

Road 
Length
(km) 

Total 
×1,000FBu 

1. Coastal Alternative Route 
Projects 

 7.4 19,064,878 

2. Widening of NR-3 Projects  4.6 10,573,511 

3. Ring Road Development 
Projects 

 6.9 17,229,651 

4. Widening of NR-7 Projects  2.0 5,544,176 

5. Missing Link Development 
Projects 

 1.4 4,919,119 

6. City Plan Development 
Projects (Northern Areas) 

 19.9 39,007,615 

7. City Plan Development 
Projects (Southern Areas) 

 22.7 48,273,201 

8. Stone Pavement Projects  110.5 94,620,485 

Total  175.4 239,232,636 

 Legend 
Package 
Package 
Package 
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(8) 設計基準と標準横断 
標準横断構成、設計速度など設計基準は日

本の設計基準である道路構造例を参考としつ

つ設定した。 
 

 標準横断 
 主要幹線道路 (4-lanes) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 主要幹線道路(2-lanes) 

 
 
 
 
 
 
 
 幹線道路 (2-lanes) 

 
 
 
 
 
 
 
 

 集散道路 
 
 
 
 
 
 
 
 地区道路 

 
 
 
 
 
 
 

 歩道と自転車道に関する方針 
ブジュンブラでは自転車交通は比較的少な

いため、歩行者と自転車を区分して利用する

自転車歩行者道を適用することが適切である。

最小幅員については現況の幅員と日本の構造

例を参考として設定した。 
歩道整備の方針 

Road  
Classifi- 
cation 

Number 
of Cars

Number of 
Pedestrian 

Walkway 
 Style 

Minimum 
Width

Principal 
Arterial 

Many Many 
Bicycle and 
Pedestrian 

3.5m 
(2.0+1.5)

Arterial Many Many 
Bicycle and 
Pedestrian 

3.0m 

Collector Little Little Pedestrian 2.0m 
Local Few Little - - 

 

道路設計基準の概要 

 
Road Classification 

Principal Arterial Arterial Collector Local 
Design Speed 

(km/h) 
80 60 50 or 40 30 or 20 

Design Traffic 
(pcu/day) 

 - 10,000 10,000 - 4,000 4,000 - 500 500 - 

Road Reserve 
(minimum) 

38.0 (4 lane) 
27.0 (2 lane) 

23.5 20.0 12.5 

Lane Width 
(m) 

33.0 (4 lane) 
22.0 (2 lane) 

19.5 16.0 10.5 

Lane 3.5 3.25 3.0 2.75 
Shoulder 1.5 1.5 1.0 1.0 
Median 3.0 1.0 - - 
Walkway 3.5 3.0 2.0 - 

 

33.0 

3.0 7.0 7.0 

4 Lane Section (Desirable) 

6.0 1.5 1.5 0.5 0.5 

2.5 2.5 

2.5 for 

Right of way 38.0 (m) 

6.0 
 

 2 Lane Road 

6.0 6.0 7 0 1 5 1.5 

22.0 

Right of way 27.0 

2 5 2 5 

2.5 for 

(m) 

 2 Lane Road 

5.0 5.0 6.5 1.5 1.5 

19.5 

Right of way 23.5 

2.0 2.0 

2.0 for 

(m) 

 2 Lane Road 

4.0 4.0 6.0 1.0 1.0 

16.0 

Right of way 20.0 

2.0 2.0 

(m) 

2.0 for Ditch 

 2 Lane Road 

1.5 

Right of way 12.5 

1.0 

1.5 1.0 5.5 1.0 

10.5 1.0 
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7. 公共交通改善計画 

(1) 計画の方針 
 近い将来に激化が予想される交通混雑を
回避するために、公共交通の利用を促進

することが必要である。 
 この目標を達成するために、バス利用者
のニーズに対応してバスネットワークを

再構成し、安定的なバス運行システムを

導入することが求められる。 
 オトラコは正確で快適なサービスを提供
し、公共交通の地位を向上する上で中心

的な役割を果たすことが期待される。 
 この目的のため、オトラコは大型バスに
よる効率的な運行によりバスサービを提

供する必要がある。 
 これらを通じて、公共交通はあらゆる階
層の市民の足となり、市民が日常的に利

用する交通手段となる。 
 改善プログラムはオトラコと競合関係に
ある民間バスに対する影響を軽減するた

めの措置を含むものとする。 
 タクシーやバイクタクシー、自転車タク
シー等の他の公共交通機関の安全で安定

的な運行を実現するための方法も導入す

る。 
 
(2) バスネットワーク計画 
市の道路ネットワークは南北軸及び内・外

の環状道路の整備により改善される。これら

の道路の整備は道路交通が、とりわけＣＢＤ

地域において円滑化することを可能とする。

将来のバスネットワークもこれらの道路ネッ

トワークの改善と、将来の乗客の動きを考慮

して提案する。 
 将来においては南北方向の乗客の動きが急
速に増加するため、南北方向のバスルート

は幹線バスルートを形成する。 
 バス運行を効率化するものとして、環状道
路における循環バスルートを導入する。 

 主要幹線ルート、幹線ルート、及びこれら
を補完する補助幹線ルートによりバスネッ

トワークを構成する。 

 
2017年バスネットワーク計画 

 
(3) バス運行計画 

 バス運行比較案 
都市交通に対するオトラコによる大型バス

運行の量を検討するために、３つのシナリオ

による比較が行われた。各シナリオの方針は

下記の通りである。 
シナリオＡ 
オトラコは公共交通における現状の輸送

割合を維持する。 
シナリオＢ 
オトラコは現況から増加する公共交通利

用者数を輸送し、民間バス事業者は現況と

同じ乗客を輸送する。オトラコによるバス

運行は幹線ルートと現在バス運行が行われ

ていない地域を対象として運行する。 
シナリオＣ 
オトラコは南北幹線のような混雑の著し

いルートの乗客を輸送する。民間バス事業

者は混雑が予想されない他のルートについ

て輸送を行う。 
 
 
 

 Legend 
 Principal Arterial Route 

 Arterial Route 

 Secondary Arterial Route 

7220 Distributed Nos. of 
Passenger 
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 シナリオの評価 
大型バスの導入台数、及びその費用、交

通混雑の緩和効果、社会に対する影響など

の側面から、シナリオの評価を行った。評

価結果を下表に示す。 
 

シナリオの評価 

Scenario
Nos. of New 
Installation of 

Large size Bus

New 
Installation 
Cost (USD) 

Deduction 
of PCU 

Social 
 Impacts

A 0  Nil Nil 

B 36  46,846 Small 

C 73  103,187 Large 

 
PCU換算交通量の総削減効果は、シナリオ
Ａとの比較でシナリオＢで 46,846台、シナリ
オＣで 103,189台となっている。シナリオＣ
が最も効果が高く最適であると判断されるた

め、シナリオＣを採用する。シナリオＣの場

合には、社会に対する影響を緩和するための

軽減策を考慮する必要がある。 
 

 
シナリオＣにおけるバス運行計画 

(4) バスターミナル整備計画 
現況のバスターミナルはＣＢＤにおける最

大の交通発生集中源であるため、現在のバス

ターミナルの再配置を検討する必要がある。 

長距離バスのバスターミナルと、市内輸送

のバスターミナルは、旅行の特性に対応して

分割する必要がある。 

バスターミナルの候補地として下記の場所

を提案する。 

 長距離バスのバスターミナル 
北部ターミナル：国道９号沿いのカラマ地

区（キナマコミューン） 

南部ターミナル：国道３号沿いニャバラン

ダ地区（カニヨーシャコミューン） 

 市内バス、近郊バスのバスターミナル 
メインターミナル：国道９号沿い旧スタジ

アム（ロヘロコミューン） 

必要面積は3,000㎡と算定される。 

サブターミナル：独立広場の南側部分 

 

 

 

バスターミナル位置図 
 
 

North Bus Terminal 
(Long Distance) 

Inner City Bus 
Terminal (Main) 

Inner City Bus 
Terminal (Sub) 

South Bus Terminal 
(Long Distance) 
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メインバスターミナル配置計画 

 
サブバスターミナル配置計画 

(5) その他公共輸送機関（タクシー、バイ
クタクシー、自転車タクシー） 

バスを補完する役割を果たしているタクシ

ー、バイクタクシー、自転車タクシーもまた

市民の移動手段となっている。これら輸送手

段についても運行に制限を加えつつ、市民の

足として活用する必要がある。 

 これら輸送手段に対する規制の導入 
これらの輸送手段により引き起こされる混

雑や交通事故を回避するために、特定の公共

交通手段に対して下記の制限を提案する。 

タクシー：制限を行わない 

バイクタクシー：南北軸以外での運行を許

容する 

自転車タクシー：主要幹線道路以外で運行

する。 

 交通手段相互の乗り換えのためのプールの
整備 

支線道路を利用ルートとする交通手段相互

の乗り換えのためのプールを整備する。この

ような施設の配置計画を下図に示す。 

 

 
バイクタクシー、自転車タクシーのためのプールの

配置標準図 
 

 法制度、ルールの整備 
施設の整備と併せ、特定の場所における駐

停車の規制を導入する。特に中心地域におい

ては、歩道・車道共に著しく混雑しているた

め、規制を厳格に適用する必要がある。 
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8. 交通管理計画 

(1) 駐車施設整備と規制 
 現在の駐車状況 

 ＣＢＤ地域において駐車スペースが無い 
ＣＢＤ地域における路上駐車スペースは、

十分な駐車スペースが無いため、民間バス

やタクシーに占用されている。 
 自動車駐車に対する規制が無い 
ＣＢＤ地域において自家用車が長時間路

上駐車し、道路容量を減少させるため、交

通混雑を発生させているのが見られる。 
 駐車規制 

 ＣＢＤ地域における駐車規制 
駐車禁止の場所における路上駐車は禁止

されるか又は課金されるべきである。中央

分離帯における駐車も禁止されるべきであ

る。 

Prohibited Parking 
Area

Accepted Parking 
Area

 
ＣＢＤにおける駐車禁止区域 

 
 交差点における駐車禁止 
交差点から最低30M以内の範囲では駐車
禁止とするべきである。 

 主要な集散道路における駐車禁止 
主要な集散道路においては路側の駐車は

禁止されるべきである。 
 駐車施設の整備 

 駐車場の拡大と駐車料金システムの導入 
商業施設の周辺では路側の駐車場所は拡

大が必要である。更に、駐車に対する民間

事業者による課金制度の導入が必要である。 
 

 立体駐車場の整備 
建設費用と土地取得費用の点から考慮す

ると、立体駐車場の導入が提言される。 
 

Multi-
storied 
Parking

200m

400m

600m

800m

Off-set 
Parking

Bus 
Terminal  

ＣＢＤ地域における路外駐車場の提案箇所 
 

 建築規制の確立 
自動車が集中する施設に対して駐車場所

の確保を義務づけるために、建築法規に対

して駐車場確保に関する法規制を加えるこ

とが必要である。 
 

(2) 交通需要管理 
 ＣＢＤに対する自動車の乗り入れ規制 
交通の集中を緩和するために、ＣＢＤ地域

に対する大型自動車の乗り入れ規制を行うべ

きである。また、２人以下の乗車人員の自家

用車もＣＢＤへの乗り入れを規制すべきであ

る。 
 パークアンドバスライドシステムの導入 
バスターミナルやバスストップに近い場所

において、利用しやすく安全な駐車場の整備

を行い、パークアンドバスライドシステムの

導入を行うことを提案する。 
 時差出勤の導入 
ブジュンブラではピーク時間が朝、昼食時、

夕刻の３回発生する。市民の合意を得つつ、

時差出勤の導入を進めることを提言する。 
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9. 実施計画 

(1) 実施計画の方針 
マスタープランで提案されたプロジェクト

の実施計画を策定するに当たり、計画の実施

スケジュールを次の３期間で設定する。 

- 短期：2008-2010 

- 中期：2011-2013 

- 長期：2014-2017 

プロジェクトの優先順位は下記の項目を比

較することにより設定する。 

 緊急的な問題への対応 
短期において交通問題を解決するプロ

ジェクトに対しては高い優先度が与えら

れる。 

 関連プロジェクトとの調整 
関連プロジェクトとのシナジー効果が

期待されるプロジェクトについては、実

施スケジュールを整合させる。 

 事業実施の準備期間（土地取得、用地確
保の合意形成等） 

プロジェクトが土地取得や合意形成等

を必要とする場合、プロジェクト実施の

ための準備期間が必要である。 

 必要となる資金調達 
準備された予算の範囲で実施可能なプロ

ジェクトには高い優先順位が与えられる。 

 投資効率 
より少ない予算により多くの便益が得ら

れるならば、プロジェクトの投資効率は高

い。 

 
(2)  実施スケジュール 
以上の評価項目により各プロジェクトの評

価を行い、優先順位の評価結果が得られた。 
下記のプロジェクト実施スケジュール表は、

各プロジェクトの開始時期、実施期間及び共

用期間を示している。更にこのスケジュール

で実施した場合の必要予算を示している。 
  

 
 

道路整備計画と公共交通改善計画の実施スケジュール 

8 9 10 11 12 13 14 15 16
3,813 3,813 3,813 3,813 3,813

2,115 2,115 2,115 2,115

4,307 4,307 4,307

1,386 1,386 1,386

984 984 984 984 984

12,469 12,469 12,469 12,469 12,469 12,469

141 141 214 214 82

49 49 49

11 11 11

7,071 7,601 7,615 7,645 8,043 8,424 8,810 9,150 9,581

Sub Total 230,098 7,272 8,787 12,471 24,910 25,523 28,018 32,900 29,940 29,940

1,203 1,203

2,177 2,177 4,353

25 25 25 25 25 25

Sub Total 11,263 3,405 3,405 25 25 25 4,378

241,361

R
oa

d 
D

ev
el

op
m

en
t

P
ub

lic
 T

ra
ns

po
rt

Definition of Term

Total 31,935 81,906 127,520

New installation of taxi pool for
motor-bike and Bicycle taxi

150

Bus Terminal and City Bus
Centre Improvement 2,406

Introduction of New Bus
Operation Systems in 8,707

82

9,977

30,337

2,115

4,307

1,386

12,469

33

83,917

147

110.5 94,620

874

7.4 19,064

4.6 10,573

6.9 17,229

2.0 5,544

Off-set intersection
improvement
Roundabout improvement

Road Maintenance

17
Length
(km)

Cost
(mil.Fbu)

1.4 4,919

42.6 87,280City Plan Roads

Community Road

Signalization

One-way Traffic Control

Project Year

Short Term Medium Term Long Term

Coastal Alternative Route

North-South Axis

Ring Road

Widening of NR-7

Forming the Network system

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PART 4 

 
 

マスタープランの評価 
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10. 初期環境調査（ＩＥＥ） 

(1) ブルンジにおける環境管理制度 
土地管理・環境・観光省（MINATTE）は

ブルンジにおける環境管理を司る中心官庁と

して1989年に設立された。ブルンジの基本

的な環境法である“ブルンジ環境コード（法

律1/010）”によると、同省の所掌は地域開

発に関して国の環境保全方針を実行し、環境

の保全と管理に関する法律を推敲することを

含んでいる。 

ブルンジ環境コード（法律 1/010）は

1999 年に公布され 2000 年６月に施行さ

れた。環境コードは７つの編からなり、各編

は２から６の章に分かれており、これら全体

で163の節を含んでいる。 

環境影響評価（EIA）制度は環境コード“11

編 第３章 環境に対する影響調査の方法”に

おいて述べられている。この章は７つの節

（21節～27節）を含んでおり、ＥＩＡの基

本的な理念と方法について述べている。ＥＩ

Ａに関する他の法律やガイドラインは今のと

ころ整備されていない。当節では影響調査に

おいて下記の項目を含むことを要求している。 

- 初期環境の状況 

- 開発プロジェクトにより自然と人間の環境

に対して引き起こされる影響の評価 

- 環境影響の緩和のための方法についての記

述 

- 環境を保全するための他の代替案による解

決方法 

ブルンジにおいて、大気、水、騒音、ガス

発生及び排出物についての基準は整備されて

いない。 

 

(2) ＩＥＥのチェック項目 
マスタープランの一部として、初期環境調

査（ＩＥＥ）を実施した。ＩＥＥのスコープ

はマスタープランに基づく計画による環境へ

の影響と社会への配慮を明確化する最初のス

テップである。 

ＩＥＥのためのチェック項目はブルンジに

おいては準備されていないため、ＪＩＣＡに

よる環境社会配慮ガイドライン（2004年４

月）“資料編３．スクリーニング様式、チェッ

ク項目”を用いてＩＥＥを実施した。 

 

 

ＪＩＣＡガイドラインによるチェック項目 
 

 
 

1. 大気汚染 
2. 水質汚濁 
3. 土壌汚染 
4. 廃棄物 
5. 騒音・震動 
6. 地盤沈下、土壌浸食 
7. 臭気 
8. 地理的特徴 
9. 堆積物 
10. 生物と生態系 
11. 利水 
12. 事故 
13. 地球温暖化 
14. 非自発的移転 
15. 雇用、生計等の地域経済 
16. 土地利用、地域資源の利用 
17. 社会基盤、地域の意志決定機関等の社会制
度 

18. 既存の社会インフラやサービス 
19. 貧困者、先住民、民族 
20. 利益や損害の誤配分 
21. 地域的な利害の衝突 
22. 性 
23. 子供の権利 
24. 文化遺産 
25. HIV/AIDS等の伝染病 
26. その他 
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(3) 想定される環境への影響と緩和策 
 道路整備計画 
 プロジェクトによっては建設の前に道路用
地の取得が必要となっている。取得される

用地に居住する人々あるいは土地を保有し

ている人々は、居住あるいは耕作する土地

や家屋、施設を失うこととなる。 
 再居住や土地取得による影響を最小化する
ために、計画の進行した段階では、代替案

の検討や弾力的な横断構成、適切な線形設

定を検討する必要がある。 
計画実施のために適切な補償措置を含み、

問題のない土地収容計画、あるいは再居住

計画を準備しなければならない。 
 いくつかの主要幹線道路沿いには樹木が成
長している。道路拡幅これらの樹木に影響

を与える可能性がある。南部地区における

都市計画道路は植生や湖畔の生態系に影響

を与える可能性がある。 
 道路沿道の樹木に対する影響を緩和するた
め、コンサルタントは道路設計において、

柔軟な横断構成や適切な線形を考慮する必

要がある。都市計画道路沿道については概

略設計を行う前に自然生態調査を実施する

必要がある。 
 公共交通計画 

 バスネットワーク改善計画では、オトラコ
と民間バスが同一ルートを運行し、将来的

にはこれらを統合することを述べている。

タクシーやバイクタクシー、自転車タクシ

ーの運行にも制限や規制を加えるとしてい

る。 
 

これらの民間事業者に対する管理は将来の就

業機会を減少させる可能性がある。 
 バスネットワーク改善計画はオトラコと民
間バス事業者に対する不均等な利益と損害

の配分となる可能性がある。他の公共輸送

機関に対しても不均等な利益と損害の配分

となる可能性がある。 
 計画の進行した段階では、計画の実行主体
は民間公共輸送事業者に対しベースライン

調査を実施し、その結果を計画に反映すべ

きである。また計画の実行主体は関係機関

や関係者の合意を得る必要がある。民間運

転手の雇用機会の減少に対する緩和策とし

て、オトラコは影響を受ける運転手を必要

に応じて雇用する必要がある。 
 
 結論と提言 
ネガティブな影響を与える可能性のある下

記の計画については、ＦＳ等の計画の進行し

た段階でＥＩＡを実施する必要がある。 
道路整備計画 

- 南北軸の整備 
- 環状道路の整備 
- 北部地域における都市計画道路の整備 
- 南部地域における都市計画道路の整備 
- 交通規制 
公共交通改善計画 

- バス網改善計画 
- バスターミナル整備計画 
これらの計画には戦略アセスメントの概念

を導入すべきである。 
 

 

ンガガラ地区における南北軸沿いの沿道植栽 
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11. 財源計画 

(1) 道路セクター 
 ブルンジの予算規模 
中央省庁の予算は一般会計（BO）と特別投

資会計（BEI）で構成されている。全体の予算

473.8十億FBuに対し、公共事業・機材省の

予算は4.5%を占め、運輸・郵政・通信相の予

算は2.0%を占めている。 

 

2006年予算の概要 

 Ordinary 
Budget 
(BO) 

Special 
Investment 

Budget 
(BEI) 

Total 
BO and 

BEI 

Ministry of 
Transport, Post and 
Telecommunication 

533 
(0.2%) 

411
(0.3%)

943
(0.2%)

Ministry of Public 
Works and 
Equipment 

1,888 
(0.6%) 

19,313
(12.8%) 

21,201
(4.5%)

Total 322,966 
(100.0%) 

150,825 
(100.0%)

473,791
(100.0%)

Million BFu 

 マクロ経済の状況 
ブルンジのインフラ投資をＧＤＰに対する

比率で見ると、隣接国の同比率、すなわちルワ

ンダ5.2%、ウガンダ6.2%、タンザニア6.1%、

ケニヤ 6.0%と比べるとはるかに低い値とな

っている。世銀ではブルンジのインフラ投資は、

政府の経済開発目標を達成するためには今後

の10～15 年間、ＧＤＰの少なくても5%か

ら 8%を維持する必要があることを勧告して

いる。 

各インフラセクターの公共投資額 

GDP Share (%) 2002 2006 
Total Infrastructure Spending 2.37 3.30 
Electricity (total) 1.64 1.91 
Road (total) 0.03 0.67 
(Investment) (0.01) (0.64) 
(O & M) (0.02) (0.03) 
Water & Sanitation (Total) 0.71 0.72 

 

 計画プロジェクトの投資規模 
世銀の勧告を前提として、インフラ投資がＧ

ＤＰの 8%を占める場合における本調査の計

画プロジェクトがインフラ投資に占める割合

を試算する。 

 

 

 

インフラ投資がＧＤＰの約 8%を占めること

を想定すると、プロジェクトの総費用

（2008-2017）が占める比率はおよそ

40%となる。本計画プロジェクトの実施期間

中、最大の投資規模は2014年に発生し、こ

の時、道路セクターに対する投資割合は

55%を占めることとなる。 

道路セクター投資額の試算 

 
Target 
Year 
2017 

Accumulated 
Amount  

(2008-2017) A GDP at 2007prices billion 
FBu 1,846.4 

B
Infrastructure 

Investment (8% of 
GDP) 

billion 
FBu 147.7 1,234.9 

C Investment in Road 
Sector (50% of D)

billion 
Fbu 73.9 617.4 

D Proposed Project 
Cost 

billion 
FBu 30.5 245.8 

E Ratio of Proposed 
Project Cost (K/I) % 41% 39% 

- Price: fix-price in the 2007 fiscal year 
- The rate of increase of GDP is taken as 6% of an 

annual rate till 2017 
- The investment scale to road Sector is based on 50% 

of the investment in Infrastructure. 
 

 道路整備予算 
提案されたプロジェクトの総予算は250十

億 FBu であり、年間約 20-35 十億 Fbu と

なっている。この予算規模は公共事業・機材省

の特別会計により充当される。この増加予算額

は2007 年のBEI の 75-90%に相当する。

このため、新たな財源を確保することが必要で

ある。 

 道路維持管理費用（O/M） 
算定された各年の本プロジェクトの維持管

理費用（O/M）を辞表に示す。 

計画プロジェクトの維持管理費用 

Estimated 
O/M cost  2007 2010 2013 2017 2018

Road Million 
FBu 0 150 1,141 2,391 2,393

Traffic 
Signal  

Million 
FBu 0 21.6 43.2 50.4 50.4

Bus 
Terminal

Million 
FBu 0 0 0 0 0

Total Million 
Fbu 0 171 1,184 2,442 2,443
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計画プロジェクトが 2017 年に完成すると、

維持管理費用が完成後すぐに発生する。維持管

理費用は次第に増加し、必要費用は2018 年

以降必要となる信号費用を含み、年に 2,440

百万Fbu に達する。新たな維持管理の増加費

用は、下表に示すように2018 年の維持管理

費用の16%から25%となる。 

道路の維持管理費用 
 2006 2018 

A. Revenues 
Estimated  

Million 
FBu 3,597  

B. Required 
Budget 

Million 
FBu 3,850 10,050 – 15,770

D. Newly Required 
Budget 

Million 
FBu - 2,443 

D. Ratio (C/B)  - 16% - 25% 

Required budget in 2006 and 2018 is estimated based on 
the World Bank Report 
Newly required budget is O/M cost for the projects proposed 
in this study 
 

(2) 公共交通セクター 
 オトラコの現在の財務バランス 
オトラコの歳入の多くは乗客からの料金収

入であるが、現在では中央政府（運輸・郵政・

通信省）からの補助金が年間の歳入の約 30%
を占めており、経営においては自立を果たして

はいない。 
オトラコの歳入・歳出額 

 2005 2006 2007(*2)
Annual Income (*1) 909.3 1,005.6 1,577.4
Annual Expenditure 1,026.6 1,263.9  

Balance - 117.3 - 258.3  
Subsidy (201.8) (270.2) (289.7)

(FBu million) 
1) Annual income includes subsidy from the central 

government and others. 
2) Annual income in 2007 is budget, not actual. 
 

 投資計画 
公共交通の実施計画に基づくと、オトラコの

投資計画は次表のように示される。 

OTRACO Investment Plan 

Fleet type Unit price 
(US$) Nos. Fbu million 

Bus (60 seats) 81,000 93  8,286 

Bus (40 seats) 67,000 55 4,053 

Bus (30 seats) 39,000 20 858 

Total  168  13,197 

 
 財務予測 
上記の投資計画（バス車体調達計画）及び

2007 年の財務計画から、オトラコの予算費

目における歳入と歳出が推定される。 

オトラコにおける機材調達費用は運輸・郵

政・通信省の特別会計によって補填されている

ため、この財政予測では、バス車体の調達費用

は含まれていない。オトラコの財務バランスは

2013 年には減価償却費を含めても 80 百万

Fbu の黒字に転じる。2016 年には 230 百

万の黒字を生み出し、政府からの補助金とほぼ

同額となる。 

今回の予測結果をより確実なものとするた

め、より詳細な分析が望まれる。更にオトラコ

を収益性ある企業とするために、今後も努力が

続けられねばならない。 

オトラコの財務予測 

 2,007 2013 2016

Income 1,577 5,949 7,303

Operating Receipts 720 4,829 5,978

Other Operating Receipts 273 830 1036

 Subsidy (Operation) 290 290 290

 Subsidy (Equipment) 295 0 0

Expenses 1,557 5,066 5,910

Variable costs 643 3,176 3,550

Fixed costs 285 867 1082

 Administration expenses 248 755 943

Investment costs 82 248 309

Contingency 5 20 25

Equipment purchasing costs 295 0 0

Balance  20 883 1393

Depreciation 0 803 1,166

Net Balance  20 80 228

FBu million 

Note: Figures in 2007 are given by the Department if 

financial service of OTRACO 
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12. マスタープランの評価 
 

 評価方法 
下図のフローチャートに示す手順により、

経済分析を実施する。 
経済分析のワークフロー 

 
Present Network Master Plan Financial 

Cost of Project 

Unit Cost 
VOC/TTC 

Improvement 
Network  

Benefit Savings 
in VOC/TTC 

Economic 
Cost of Project 

Road Maintenance 
Cost 

O/M Cost of 
Traffic Signal 

O/M Cost of Bus 
Operation 

Cash Flow Analysis 

Evaluation Indices 
NPV, B/C Ratio, EIRR 

Traffic Assignment 

Without 
Project 

With 
Project Comparison

 
 

 WithとWithout間の交通改善効果の推定 
経済評価のためのWithout及びWithケー

スのネットワークにおける交通量配分結果の

概要を下図に示す。 

交通量推定値の比較 

 a) With b) Without c) Improved 
Unit (b-a) 

Vehicle-hour (unit:1,000) 
North-South 7,990 8,270 280 
 Ring Road 7,990 8,235 245 

Missing Link 7,990 9,193 203 
City Plan 
Roads 7,990 8,081 91 

All Projects 7,990 9,188 1,198 
 Vehicle-km (unit:1,000) 

North-South 330,637 333,918 3,425 
 Ring Road 330,637 332,137 1,500 

Missing Link 330,637 334,775 4,102 
City Plan 
Roads 330,673 333,135 2,462 

All Projects 330,673 349,386 18,713 
 

 投資計画 
提案された各プロジェクトの実施計画に基

づき、投資計画の概要は次表に示される。 

経済費用は年 12%の割引率を適用して算

定された。 

 

 

 

 

投資費用とスケジュール 

Name of 
Project 

Construction 
Cost 
(FBu 

million) 

Investment 
Schedule 

(year) 
Period

North-South 28,437 2011- 2014 4 years

Ring Road 18,297 2014- 2017 4 years

Missing Link 6,268 2009 - 2013 5 years

City Plan 
Roads 80,350 2011 – 2017 7 years

Traffic Signal 883 2008 - 
2017 7 years

Bus Terminal 2,407 2010 - 
2011 2 years

Motorbike, 
Bicycle and 
Taxi Pool 

150 2010 - 
2015 6 years

Total Cost 
(Market price 

in 2007) 
136,792   

 
 キャッシュフロー分析 
一般的に、コンクリート舗装の耐久年数は

20 年、アスファルト舗装の耐久年数は 10

年とされている。これらの事項とは別に、本

調査では長期間における整備効果を反映させ

るために、分析期間を25年として分析を行

った。 

 経済指標 
12%の割引率の基で、計画の費用便益費

（B/C）は1.6となり、また現在価値（NPV）

は47,685百万Fbuと推定された。経済的

内部収益率（EIRR）は16.7%であり、割引

率より高い数値を示している。 

不確定な要素の変動幅を下記のように設定

して弾力性分析を行った。 

ケース１：便益の変動をベースケースに対

して-25%とする 

ケース２：費用の変動をベースケースに対

して+25%から50%とする。 

キャッシュフロー分析と弾力性分析の結果

を下表に示す。 

マスタープランの経済評価 

 Base 
case Case-1 Case-2

Variation of benefit 0% - 25% 0% 
Variation of cost 0% + 25% + 50% 

NPV (FBu billion) 47.7 4.9 10.9 
B/C Ratio 1.60 1.04 1.09 
EIRR (%) 16.7% 12.5% 12.9%





 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PART 5 

 
 

オトラコへの技術支援 
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オトラコへの技術支援 
 
(1) オトラコの現状 

 バス運行の現状 
オトラコは運輸・郵政・通信省の管轄下の

公共交通組織である。運輸・郵政・通信省は

短期及び長期の政策方針を策定しており、オ

トラコはこれらの政策を実施するものとされ

ている。オトラコの組織は理事会により監督

されている。そして総裁と、１人の局長、４

つの部、８つの課がそれぞれ担当の業務を実

施している。 
 
 

Financial ServiceAdministration and 
Judicial Service 

Exploitation Service 

Commercial 
Section 

Inspector’s 
Section 

Technical Service

Judicial 
Section

Personnel 
Section

Accountant 
Section 

Stock 
Section

Maintenance 
and Financial 

Section

Heavy Repair 
and Overhauling 

Section

MINISTRY OF TRANSPORT, POSTS
AND TELECOMMUNICATION 

BOADOF ADMINISTRATORS

GENERAL MANAGER 

MANAGER 

 
オトラコの組織図 

 
オトラコは公共交通サービスを提供してい

るが、国の公共交通組織として、非収益バス

ルートも運行している。日本の無償プロジェ

クトにより1983-1984年に68台、1989

年に67 台の大型バスが調達されている。オ

トラコ保有のバス台数は内戦前には約 100

台であった。しかし殆どのこれら大型バスと

機材は破損し、熟練労働者も失われている。

現在では42台のバスが運行されている。 

 

1992年と2006年におけるオトラコのバス運行 

 1992 2006 
Number of 
operated 

buses 
60 36 

Total mileage 
(km) 2,409,611 813,058 

Total 
passengers 4,992,597 No records 

No. of Bus 
routes No records 49 

Annual 
Revenue 

(1000Fbu) 
No records 576,585 

No of Staffs 248 98 
 
 
 

 
 運行ルート 
オトラコによるバス運行は次の５つのカテ

ゴリーに分類される。 

 ブジュンブラ市における都市バスサービス
（５ルート） 

都市バスサービスの殆どの利用者は工業

地域の就業者と病院からの利用者である。 

 ブジュンブラ市周辺の郊外バスサービス
（４ルート） 

ブジュンブラから約 20km に位置する

ガトゥンバ、ルジバを終点とする。 

 ブジュンブラの学生を対象とするスクール
バス（11ルート） 

11 路線のスクールバスがコミューンと

学校を結んでいる。 

 ブジュンブラを起点とする都市間バス（18
ルート） 

18 ルートの都市間バスがブジュンブラ

と主要都市を結んでいる。 

 キガリを結ぶ国際バス（１ルート） 
ルワンダの首都であるキガリを結ぶ国際

バスが運行されている。 

 
 

2
4

3

52

5

1

1

4
3

Origin Destination
1 Ngagara Chanic
2 Gikungu Chanic
3 Msaga Chuk
4 Msaga Chanic
5 Kanyosha Chanic

OTRACO Urban Bus 
Route MAP  

現行バスルート（ブジュンブラ市） 
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 バスの状態 
現在、オトラコは 68 台のバスを保有し、

その 60%が運行され、また運行可能なバス

の大部分（運行バスの 70%）が 40 人乗り

のバスである。 

現在のバスの状況 

Capacity 
(passenger) Running Good Grounded Total

100 8 3 3 14 
60 4 2 9 15 
40 30 6 2 38 
26 0 0 1 1 

Total 42 11 15 68 
 

運行されているバスの内 1990 年以前に

生産されたものは 20%を占めている。維持

管理が非経済的で非効率であるため、近い将

来これらのバスの運行は著しく減少するもの

とみられる。 

 

生産年次別のバス台数 
 Running Grounded Total 

～1989 9 17 26 
1990～1999 1 1 2 

2000～ 33 7 40 
Total 43 25 68 

 

 

 
 オトラコの将来運行計画 
オトラコは将来の輸送力増強に向け計画を

行っている。将来計画の内容は次のようにな

っている。 

- ギテガの支所を再開する。 

- ンゴジとブルリに新しい支所を開設する。 

- ブルンジ全体をカバーするために、バスル

ートの数を増大する。 

将来計画の主な目的は、バス運行ネットワ

ークと運行システムを内戦以前の状態に回復

することである。 

将来バス運行計画 

 Routes Bus 
Quantity 

Operation 
Frequency

BUJUMBURA 
Urban 8 8 106 

Suburban 10 10 36 
Interurban 27 27 27 
Sub Total 45 45 169 
GITEGA 
Suburban 7 7 21 

School 4 4 16 
Interurban 16 16 16 
Sub Total 27 27 53 
NGOZI 
Suburban 6 6 22 
Interurban 9 9 12 
Sub Total 15 15 34 
BURURI 
Suburban 3 3 8 
Interurban 10 10 15 
Sub Total 13 13 23 

Total 100 100 279 
 
(2) 提言 

 バス運行 
 出発点の変更によるバス運行の改善 
カメンゲ、ニャガビガ及びムサガのバスス

テーションにバスを配分し、現在のオトラコ

ガレージから出発点を変更する。出発点を変

更することにより、バスが乗客なしで走行す

る距離が減少し、その結果として安定的な運

行が確保される。 
 データ処理システムの改善 
現在はバス運行に関する記録は手作業によ

り紙に記録されている。バス運行データをコ

ンピュータに蓄積することにより、より効率

的な処理方法に改善すべきである。 
 組織 

 データ管理部署の設置 
バスの走行距離や交換された部品・コンポ

ーネントあるいは補修された箇所などの維持

管理の詳細の記録が今後の維持管理のために

も必要である。このため、データ管理部署の

設置が望ましい。 
 支所組織の確立 
運行頻度の増大に対応しつつ効率的な管理

を行うために支所事務機能の再開が近い将来

に必要である。 
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 スタッフの増強 
オトラコの将来運行計画によれば、バス台

数は 2007 年の 52 台から 2017 年には

199台に増加するとされている。バス台数の

増加と新しい支所の開設、さらにブジュンブ

ラ市の新しいバスターミナルにおけるチケッ

ト販売等を考慮すると、オトラコのスタッフ

もまた増強しなければならない。 

ブジュンブラの中央事務所では 299 人の

スタッフが必要となり、また地方の３箇所の

新支所では80人のスタッフが必要となる。 

オトラコは将来の職員配置計画に基づき、

人員採用計画を策定しなければならない。 

 
オトラコの将来必要スタッフ数 

 No. of Staff 
Bujumbra Head Office 292 
Gitega Branch Office 38 
Ngozi Branch Office 22 
Bururi Branch Office 20 

Total 372 
 
 財源 

 政府補助金の継続 
バスのコンディションに起因して、バスの

維持管理費用が年々増大しているため、オト

ラコの収支バランスは政府の補助金にますま

す依存している。政府の補助員は最適な維持

管理を行うために継続が必要である。 
 バスメンテナンスシステム 

 メンテナンス管理システムの構築 
- バス管理台帳 
各車両の詳細なメンテナンス記録を示す

機材台帳を作成し、各運転手により台帳の

管理を行う。 
- 車両メンテナンスチェックシート 
車両メンテナンスチェックシートには定

期メンテナンスの詳細が記録され、各車両

のメンテナンス記録を保全するのに有効で

ある。 
 予防保全 
予防保全を実施し、故障が起こる前に予防

措置を準備することにより、多くの故障が防

止される。 
 
 
 

 
 輸送部門の関与 
輸送部門は運転手により作成された指示書

をメンテナンス部門に提出し、バスの現在の

状態を明らかにする。 

 適切な工具と施設の準備 
- 基本的な工具の供給 

エア・コンプレッサーや車体洗浄機、パ

ーツ洗浄機、グリースガンなどの基本的な

工具や施設の供給が急がれている。 

- 工具や資材の適切な管理 

工具台帳を整備し、工具や資材の現在の

状態を確認する必要がある。 

- 適切な時期での調達 

残った部品の量が一定レベルに達した段

階において、注文が行われなければならな

い。 

- 部品の品質確保 

故障の内のいくつかは不適切な劣った部

品を使用したことにより発生しているため、

適切な部品の調達もまた重要である。 

 一般向け車体検査 
車体検査サービスの拡張と刷新はオトラコ

の持続的な運営だけでなく、一般における安

全意識向上のために有効である。 
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 スタッフの能力 

 様々な方法によるトレーニング機会の確保 
メンテナンススタッフは実地トレーニング

を必要とする。自動車ディーラーや技術者が

資料を用いてセミナーを行い、スタッフのト

レーニングを行うことは非常に効果的である。

更に生産会社による車体修理のトレーニング

はより一層効果的である。 
 
(3) 技術移転 
オトラコへの技術移転として、オトラコ構

内において環境改善や安全管理のセミナーを

実施した。 
 

技術移転セミナーの開催 
Date Subject Attendance 

1 Apr. 
19, 
2007 

Improvement of 
environment and 
safety of the garage

11 mechanics,  
1 Engineer 

2 May 2, 
2007 

Brake overhauling 12 mechanics,  
2 engineers 

3 May 10, 
2007 

Periodic inspection 9 mechanics,  
5 mechanics,  
3 Engineers 

4 Jul. 12, 
2007 

Bus maintenance 
and management 
(1) 

3 section chiefs, 
1 section sub 
chief 

5 Jul. 26, 
2007 

Bus maintenance 
and management 
(2) 

4 section chiefs, 
1 section sub 
chief 

6 Aug. 7, 
2007 

Pperiodic service 1 section sub 
chief,  
8 inspectors 

7 Aug. 11, 
2007 

Brake overhauling 1 section chief,  
1 section sub 
chief,  
10 mechanics,  
8 inspectors 
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結論と提言 
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結  論 
 
(1) 計画の妥当性確認 
 ブジュンブラ市都市交通改善計画調査は現
況の交通を分析し、将来の交通状況を予測

することにより、都市交通の状況を改善す

るために実施された。 

 投資計画では、計画の３期間中の必要投資
額を次のように示している。 

- 短期（2008-2010）：  7.3BIL FBU 

- 中期（2011-2013）： 55.6BILFBU 

- 長期（2014-2017）： 85.1BilFBu 

-     total     148.0BilFBu 

 計画は経済評価により実行可能であると評
価され、また初期環境調査により受容可能

であると評価された。経済評価の概要は下

記の通りである。 

- NPV:      47.7Fbu 

- BCR:      1.60 

- EIRR:      16.7% 

 

(2) 計画の構成要素 
計画の主な構成要素は下記の通りである。 

 道路整備計画 
- 南北軸の強化プロジェクト（３路線） 
- 環状道路整備プロジェクト（２路線） 
- ミッシングリンク整備プロジェクト（３
路線） 

- 都市計画道路プロジェクト－北部地域
（７路線） 

- 都市計画道路プロジェクト－南部地域
（５路線） 
- 信号機設置（36交差点） 

 公共交通改善計画 
- 中央バスターミナル 

- 北部バスターミナル 

- 南部バスターミナル 

- 新バスシステムの導入 

 交通管理計画 
- 駐車規制と駐車施設の整備 

- 交通需要マネジメント 

 交通制度 
- 監督機関の設立 

 財政 
- 内部財源の定期的維持管理への移転 

提  言 

 

(1) 計画のオーソライズ 
10 年間を目標とした緊急的な都市交通

改善計画を確立するという本調査の目的に

基づき、計画の速やかな実行と、事業効果

の発現が求められる。このため、計画が関

係省庁によりオーソライズされ、各省庁が

共同して計画を実施し、目標を達成するこ

とが必要である。 

本調査で確立された計画は、上位計画や

関連組織の計画に反映され、また各援助機

関においても尊重されて、計画の実行を促

進することが求められる。 

 

(2) 実行担当機関の明確化 
本調査で提案された計画は、ブジュンブ

ラ市における都市交通整備の基本的なガイ

ドラインであり、したがって都市交通に関

する施設の整備は本計画の意図するところ

に従って行われなければならない。計画を

有効なものとし、計画の目標を達成するた

めに、本計画の実行に関する責任と権限を

有する機関を定め、明確化する必要がある。

この機関は計画が常にスケジュール通り実

行されているかを監督及び促進し、計画の

進行管理を行う。 

本調査のカウンターパート機関である運

輸・郵政・通信省及び公共事業・機材省は

計画の実行者としての責任と権限が与えら

れるべきである。 

 

(3) 計画の管理 
上記の２つの機関は緊密な連携と明確な

役割分担の基で、公共交通と道路整備の分

野で計画の実行を管理する。計画の管理は

次の点から行われる。 

- 本調査で提案された計画を実行するた

めに必要な組織、制度の確立 

- 計画の実施に必要な予算を確保し、ま

たこのために援助機関において本計画

の理解を求め、援助機関からの出資を

促進する。 

- 都市開発のプロジェクトについて都市

交通と整合を図る。ニュータウンの開

発は交通計画と整合を計った上で実施

する。 
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- 本計画に合致しない計画については審

査の上承認又は却下する。 

更に計画の実行が計画通りのスケジュー

ルで行われていない場合には、責任機関は

その原因を調査し、必要な場合計画のレビ

ューと見直しを行う。計画のレビュー及び

見直しは計画の実行に関わる組織制度の見

直しを含むものとする。 

 

(4) 計画に対する市民合意の形成 
計画の円滑な実施を図るために、計画に

対して市民の合意を形成することが重要で

ある。このため責任機関は計画について十

分な情報を開示し、各プロジェクトの着手

前には包括的な理解を得る必要がある。政

府機関は計画の進捗を含む情報を提供し、

利害関係者との協議の中で意見を聴取する

べきである。 

本計画で最も重要な前提である公共交通

の利用促進について、コンセンサスを得る

ことは最も重要な点である。市民の公共交

通活用に対する関心を惹起するために、教

育やマスメディア関係者の理解が求められ

る。このために、政府の職員に対しては自

動車抑制の理念を体言するために、カープ

ールの促進や共同バスの利用を提言する。 

 

(5) 社会配慮 
本計画出提案されたプロジェクトに対す

るＥＩＡは設計前の段階において実施され

ることとなる。ＥＩＡにおいて検討すべき

主要な影響は次の点である。 

 道路整備に伴う非自発的移転と土地収容 
ＩＥＥで述べられたように、計画技術

者及び道路設計技術者は代替案や柔軟な

横断構成、適切な線形設定について検討

を行うことが求められる。 

 大型バスの導入による将来の雇用機会の
減少 

幹線ルートに対する大型バスの導入は

環境に対して多大に貢献する。一方で、

ミニバス事業の運転手の就業機会が減少

し、社会的影響を発生する。 

影響を軽減するために、本調査ではオ

トラコ及び関連会社による雇用の拡大を

提案している。 

 

関係組織はこのような役割について十

分配慮することが必要である。 

 

 整備道路沿いの緑の環境 
道路沿いの緑の景観はブジュンブラ市

の良好な景観の一つである。このような

優れた環境を損なうことを回避するため

に、道路設計技術者は景観に配慮した設

計を行うべきである。 

 

(6) コミュニティプロファイルの活用 
本調査ではコミュニティの特徴を明らか

にし、コミュニティプロファイルを作成す

るためにコンミューンに対する実態調査を

行った。明らかとなった多くの項目は、コ

ミュニティにおける生活実態と共に都市交

通の分析において活用されている。 

コミュニティプロファイルは基礎的な生

活ニーズを分析するためのツールとして、

色々な分野において活用することが期待さ

れる。 

 

(7) 維持管理予算の確保 
計画をスケジュール通りに実行すること

と同時に、整備された道路を良好な状態に

維持することが重要である。定期的な予防

保全は長期的にみると維持管理費用を軽減

することとなる。このような方針に基づき、

道路維持管理のスキームを提案している。 

世銀では、定期的維持管理費用の少なく

とも 50%を内部予算で確保するべきこと

を提言しており、そしてこのような条件下

であれば、必要な場合には維持管理をパー

トナーに提示することとなる。 
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パイロットプロジェクト 
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パイロットプロジェクト 

(1) 目的 
緊急事業としてのパイロットプロジェク

トの目的は実施による沿線住民の生活状態

の変化を観察し、また実施に伴う問題点や

課題を見いだすことにある。この経験は本

体調査で提案されたプログラムの実施のた

めに活用されることが期待される。 

 

(2) パイロットプロジェクトの選定 
パイロットプロジェクトの実施条件 

パイロットプロジェクトに与えられた条

件は次の点である 

- 位置：ブジュンブラ市内 

- 工事期間：約４-５ヶ月 

- 工事の種類：舗装補修 

プロジェクト実施の区間 

ムサガコミューンの国道７号 1.6km 及び

ロヘロコミューンのガバメント通り

0.13km がパイロットプロジェクトの適切

な位置として選定された。 

パイロットプロジェクトにより期待される効

果 

 道路状態の改善により走行を円滑化し、そ
の結果経済活動や市民活動に貢献する。 

 国道７号において自動車と歩行者の通路を
分離し、安全性を改善する。 

 国道７号においてバスベイを整備すること
により交通の混乱を解消する。 

 地区へのアクセスと交通状態を改善し、地
域経済の活性化を図る。 

 プロジェクト管理についての技術移転を行
う。 

 近隣住民に対し、就業機会を提供する。 
 

(3) 対象地の現況 
概況 

プロジェクト実施場所は隣接するロヘロ

とムサガの２つのコミューンに位置する。ロ

ヘロコミューンはブジュンブラ市の中心地に

位置し、ＣＢＤ地域を含んでいる。ガバメン

ト通りはＣＢＤの官庁街に位置し、地域の主

要な街路となっている。 
 
 
 

ムサガコミューンは約 78,500 人の人口

を有する中心市街地外周の地区である。国道

７号はムサガコミューンの人々の交通のため

の主要な路線となっており、また同時にブル

ンジ第二の都市であるギテガを結ぶ主要な国

道となっている。 

 

 
パイロットプロジェクトの位置 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
破損した路肩 
 
 
 
 
 

ポットホール 
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交通の現況 

国道７号 

国道７号のＡＤＴは2,872台であり、交

通の主体はミニバスが47.9%、自家用車が

33.7%と多くを占めている。この道路の特

徴は歩行者の多さであり、一日 12 時間で

2,351人を数える。 
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国道７号の交通量時間帯変動 

 
ガバメント通り 

ガバメント通りのＡＤＴは 3,785 台であ

り、交通の主体は自家用車で 68%を占めて

いる。Bd. Mwezi Gisaboとの交差点が段差

交差点になっており、交通事故が多い。 

 

 
 
 
 
 
 
 

ガバメント通りの交通量時間帯変動 

舗装の状況 
国道７号 
パイロットプロジェクトの工事区間には

無数のポットホールがあり、その原因は排

水施設の不良と平滑性の不足であると考え

られる。いくかのポットホールはコンクリ

ート塊や粘土等の不適当な材料により充填

されている。これらの材料はパイロットプ

ロジェクトにより一つずつ除去する必要が

ある。終点部の路肩は著しく破損しており、

路床は豪雨により流出している。 
ガバメント通り 
この道路は内務省に面した位置にあり、道

路に隣接して駐車スペースがある。道路の全

区間は排水施設の不良と維持管理の不足によ

り著しく破損している。よって路盤から補修

する以外の補修方法はない。 
 

 
ガバメント通り航空写真 

 

 

 
国道７号航空写真 
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(4) 設計 
設計方針 

パイロットプロジェクトの設計方針は道路

機能を回復することであり、サービス水準の

向上や将来交通需要は考慮していない。設計

は円滑な交通流の確保と利用者の安全を図る

ことについて考慮した。 

設計基準 

ブルンジには舗装に関する設計基準がない

ため、アフリカで一般的に用いられている

SATCCを適用して設計を行う。 

設計 

 標準横断の決定 
道路幅員 8.5m の条件下において、

SATCCと日本の道路構造令における最小

幅員を考慮して、6.5m（3.25m×2）を

車道に、１ｍを歩道幅員として計画する。 

 

 
国道７号標準断面 

 舗装設計 
プロジェクト期間及び資機材輸送にか

かる費用を考慮して、表層舗装の材料と

してDBSTを選定した。 

舗装構成の設計は AASHTO 舗装設計

法によりチェックを行った。チェックの

結果、プロジェクトにより 5 年の設計年

数が確保されていることを確認した。 

 安全施設 
以下目的をもった安全施設の配置を計画

した。 

バスベイ ：バスの停車位置を規制する。 

歩車道境界石：車道と歩道の区別をつける。 

ハンプ  ：走行車のスピード減速 

白線  ：車輌の走行規制 

Ｕ形側溝蓋：バス待ちスペースの確保 

(5) 施工計画 
下記のような工事手順を設定し、表の通

り建設スケジュールを決定した。 
 

 

Completion of Construction (Handover)

Start of Construction 

Mobilization of Construction Mobilization of 
Construction Equipment 

Demolition Work 
Production of Material 

Roadbed Work Ancillary
Works 

DBST 

Demobilization 

 
施工計画のフロー 
施工工程 

Tender
Preparation of
Agreement

Demobilization

Description

Demolition

Pavement Work

Drainage

Ancillary Work

2008
Jan Feb Mar

Mobilization

2007
Sep Oct Nov Dec
▼

▼

 
 
(6) 環境管理計画 
建設計画を設定する前に、環境スクリー

ニングを実施し、パイロットプロジェクト

の実施に当たり下記の点が提言された。 

 建設資材 
建設資材は認められた方法により調達す

べきこと。また工事管理を行うコンサルタ

ントのチームは調達方法の監督を行う。 

 建設廃棄物 
建設廃棄物の不法な投棄を防止するため

に、建設廃棄物の処分は認められた方法に

より行うこと。 

 環境オブザーベーション 
環境や社会に対する問題の発生を迅速に

識別するために、コンサルタントの監督チ

ームは建設期間中、下記の項目についても

観察を行う。 

- 重機やアスファルトプラントの運転によ

って発生する騒音、振動、粉塵、臭気、

排気ガス 

- 交通混雑及び交通事故 

- ドライバーや居住者、乗客からの苦情や

意見 
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(7) 主な調査結果 

 EWPPに対する住民の反応 
EWPPプロジェクトに対する住民の反応
は概ね良好であり、その意見や行動は、コ

ミューンのアドミニストレーターによって

よくまとめられていた。よって住民からの

妨害等は無かった。 

 交通管理 
現況車輌交通は工事期間中片側交互通行

によって規制されたが、事故及び混乱はな

かった。しかしながら歩行者及びバイク自

転車の通行を規制することには難しく、現

場安全管理には注意を要した。 

 C/Pのキャパシティ 
C/Pは道路工事の手順を理解しており、
また舗装の維持管理法については、セミナ

ーを通じて技術移転を行った。今後の課題

としては、道路維持管理への予算及び人的

投入の確保である。 

 民間セクターのキャパシティ 
工事業者及びサプライヤーのキャパシテ

ィは小さく、実施可能な工事工種また調達

可能な資機材は限定される。 

 建設資材の調達環境 
骨材、建設用砂はブルンジにて調達可能

である。その他の建設材料は国外での調達

となる。 

 建設機材の調達環境 
土工事に使用する機械はブジュンブラで

調達可能である。舗装機械などは国外での

調達となり、ブジュンブラへの輸送時間は

国境での通関作業などを見込むと２週間程

度である。 

(8) 結論及び提言 
結論 
ＥＷＰＰは 2008年 3月 15日に予定通り
工事を完工した。またプロジェクト期間中

に深刻な事件、事故はなく、このことから

EWPPは成功裏に終わったと言える。修復
されたプロジェクト道路は、ブジュンブラ

市民の生活レベルの向上に寄与することが

期待される 

提言 
ＥＷＰＰを実施した経験により、次の２

点の提言をする。 

 民間セクターの強化 

EWPPの実施により、「ブ」国の建設産業は未

成熟であることが解った。内戦からの復興には

道路交通を含むインフラ整備が急務であり、こ

の部門の民間セクターの強化は不可欠である。

よって「ブ」国政府は、率先して民間セクター

強化のためのプログラム策定を検討することが

必要である。この他公共施設整備に係る税制面

やその他優遇措置により、民間による事業実施

のサポートを行うことも検討する。また民間セ

クターの強化の為、現在「ブ」国政府機関が直

営で実施している道路維持管理行為などについ

ても、民間活用によって行うことが望ましい。

公共事業省の職員については、これらの建設マ

ネージメントに特化し、合理的かつ効果的な事

業の運営を目指す。 

 地元のプロジェクト参加 

EWPP の実施に際し、その計画段階から地元

コミューンのアドミニストレーターとの協議を

重ね、プロジェクトへの理解と協力を求めた。

このことにより、プロジェクト実施中にも地元

の積極的な協力を得ることができ、スムーズな

プロジェクト運営を行うことができた。 

大規模なプロジェクトの実施の場合、EWPP

と同様計画段階から地元の参加を求め、プロジ

ェクトへの理解と協力を得ることが必要である。

特にコミューンのアドミニストレーターの地元

住民に対する指導力、影響力は絶大なため、ア

ドミニストレーターをメンバーとするワーキン

ググループやプロジェクト実施ユニットの設立

が、円滑なプロジェクト運営の為に必要である。 
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